
平成１７年第２回那須塩原市議会定例会 

 

議 事 日 程 （第４号） 

 

                            平成１７年３月９日（水曜日）午前１０時開議 

 

日程第 １ 市政一般質問 

    １３番 亀田哲男議員 

      １．産業観光行政について 

       (1) 新産業の創出・誘致と東那須産業団地ほか工業団地について 

      ２．市民福祉行政について 

       (1) 健康への危険情報の広報、指導について 

       (2) 健康セミナーへの会場貸出拒絶について 

      ３．企画政策について 

    １１番 田中三郎議員 

      １．観光行政について 

    ５０番 山本幸治議員 

      １．教育行政について 

      ２．農業活性化施策について 

      ３．男女共同参画推進について 

      ４．高齢者・障害者を持つ家庭支援の推進について 

      ５．子育て環境の整備推進について 

      ６．商工・観光行政について 

    ４８番 塩澤昭男議員 

      １．新市初年度の当初事業、予算について 

      ２．旧３市町の継続事業に対する市長の考え方について 

      ３．地域較差をつくってはならない 

      ４．教育について 

      ５．酪農、水稲を軸とした首都圏農業の確立について 

      ６．観光事業について 

      ７．少子化対策と子育て支援対策について 

      ８．中小企業育成について 

      ９．公共事業の発注と入札の透明化について 

      10．市職員の意識調査について 

      11．庁舎建設について 

－169－ 



    ３４番 齋藤寿一議員 

      １．観光行政について 

    ８ 番 印南一子議員 

      １．女性に対する対策は 

      ２．子育て支援体制の整備について 

    ５６番 松原 勇議員 

      １．新市の均衡ある発展、繁栄への取り組みについて 

      ２．新市建設計画と合併特例債の資金活用の基本的な考えについて 

    １５番 田代芳寛議員 

      １．教育行政について 

       (1) 上塩原小学校の廃校後の利用について 

      ２．観光行政について 

       (1) 観光予算について 

       (2) 塩那道路の活用について 

 

－170－ 



出席議員（５８名） 

１番 玉 野  宏 君  ２番 大 林  實 君 

３番 松 村 宣 夫 君  ４番 相 馬 義 一 君 

５番 田 中  恂 君  ６番 中 村 芳 隆 君 

７番 山  本  は る ひ 君  ８番 印 南 一 子 君 

９番 臼 井 元 夫 君  １０番 藤 田 政 徳 君 

１１番 田 中 三 郎 君  １２番 伊 藤 甲 三 君 

１３番 亀 田 哲 男 君  １４番 室  正 倫 君 

１５番 田 代 芳 寛 君  １６番 長 谷 部  幹  男 君 

１７番 植 木 弘 行 君  １８番 植 竹 伸 一 君 

１９番 臼 井 一 巳 君  ２０番 五 味 渕    薫 君 

２１番 平 山  英 君  ２２番 笠 間  厚 君 

２３番 君 島 行 雄 君  ２４番 水 戸  滋 君 

２５番 江  連  比 出 市 君  ２６番 関 谷 暢 之 君 

２７番 室 井 俊 吾 君  ２８番 平 山 啓 子 君 

２９番 木 下 幸 英 君  ３０番 鈴 木 一 美 君 

３１番 太  田  久 美 子 君  ３２番 小 出 孝 二 君 

３３番 岡 本 栄 次 君  ３４番 齋 藤 寿 一 君 

３５番 吉 成 伸 一 君  ３６番 東  泉  富 士 夫 君 

３７番 君 島 一 郎 君  ３８番 石 川 英 男 君 

３９番 木 村 清 次 君  ４０番 古 山  正 君 

４１番 金 子 哲 也 君  ４２番 若 松 東 征 君 

４３番 高 久 武 男 君  ４４番 相 馬  司 君 

４５番 人 見 菊 一 君  ４６番 早 乙 女  順  子 君 

４７番 相 馬 春 夫 君  ４８番 塩 澤 昭 男 君 

４９番 福 田 幸 治 君  ５０番 山 本 幸 治 君 

５１番 益 子 昌 寿 君  ５２番 礒  紀 則 君 

５５番 武 隈 一 郎 君  ５６番 松 原  勇 君 

５８番 渡 邉  穰 君  ５９番 菊 地 弘 明 君 

６０番 長 浜 昭 一 君  ６１番 君 島 幸 三 君 

 

欠席議員（３名） 

５３番 斎 藤 和 夫 君  ５４番 大 島  昇 君 

５７番 生 田 目  孝  志 君    

 

－171－ 



説明のために出席した者の職氏名 

市 長 栗  川     仁  君 
収 入 役 
職 務 代 理 者 

久 保 井     章  君 

教 育 長 渡  辺  民  彦  君 総合政策室長 山  田     勉  君 

企画情報課長 高  藤  昭  夫  君 秘 書 課 長 三  森  忠  一  君 

総 務 部 長 佐  藤  邦  昭  君 総 務 部 次 長 君  島     寛  君 

総 務 課 長 平  山  照  夫  君 財 政 課 長 松  本  睦  男  君 

生活環境部長 相  馬     力  君 
生活環境調整 
班 長 

高  塩  富  男  君 

(黒)環境課長 常  盤     實  君 
(西)生活環境 
課 長 

手  塚  定  雄  君 

(塩)生活環境 
課 長 

君  島     淳  君 市民福祉部長 田  辺     茂  君 

福祉事務所長 大 田 原     稔  君 
(黒)高齢福祉 
課 長 

薄  井     亀  君 

(西)保健課長 塩  谷  章  雄  君 (塩)福祉課長 笹  沼  敏  孝  君 

産業観光部長 田  代     仁  君 
産業観光調整 
班 長 

臼  井  好  明  君 

(黒)商工観光 
課 長 

菊  地  一  男  君 (西)農務課長 川  上     政  君 

(塩)観光課長 小  池  則  男  君 建 設 部 長 君  島  富  夫  君 

建設部次長兼 
建設調整班長 

亀  山  栄  一  君 
(黒)都市計画 
課 長 

枝     幸  夫  君 

(西)道路課長 江  連     彰  君 (塩)建設課長 志  田  孝  夫  君 

水 道 部 長 君  島  良  一  君 (黒)水道課長 金  沢  郁  夫  君 

教 育 部 長 千 本 木  武  則  君 教育総務課長 田  代  哲  夫  君 

選管・監査・ 
固定資産評価 
事 務 局 長 

織  田  哲  徳  君 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

八  木  源  一  君 

黒 磯 支 所 長 泉  谷     暁  君 
西 那 須 野 
支 所 長 

田  口     勇  君 

塩 原 支 所 長 櫻  岡  定  男  君   

 

本会議に出席した事務局職員 

議会事務局長 渡  部  義  美 議 事 課 長 斉  藤  正  夫   

庶 務 係 長 石  井     博 議事調査係長 斉  藤  兼  次 

議 事 調 査 係 石  塚  昌  章   議 事 調 査 係 渡  邉  静  雄 

議 事 調 査 係 高  塩  浩  幸     

 

－172－ 



開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（人見菊一君） おはようございます。 

  散会前に引き続き本日の会議を開きます。 

  ただいまの出席議員は58名であります。 

  53番、斎藤和夫君、54番、大島昇君、57番、生

田目孝志君より欠席する旨の届け出があります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（人見菊一君） 本日の議事日程はお手元に

配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市政一般質問 

○議長（人見菊一君） 日程第１、市政一般質問を

行います。 

  発言通告者に対し、順次発言を許します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 亀 田 哲 男 君 

○議長（人見菊一君） 13番、亀田哲男君。 

〔１３番 亀田哲男君登壇〕 

○１３番（亀田哲男君） 皆さん、おはようござい

ます。 

  本日、私は那須塩原市が向こう10年間に非常に

重要であると思える３つの事項を質問にかえさせ

ていただきました。ご承知のとおり、那須塩原市

が発足して３か月目に当たるわけでございますが、

発足前の合併の社会背景には地方分権、生活圏の

広域化、少子高齢化、多様化する住民ニーズ、

国・地方財政の悪化、行政能力の向上という課題

があったわけでございますが、それら６項目を命

題として新市建設計画が求められて、その新市建

設計画に従って進めればいいということが原則で

ございますが、果たしてそういうことでいいのか

という疑問を非常に強く感じる次第であります。 

  計画に対して最も大きな食い違いが推定される

点は、少子高齢化を背景とする人口の予想外の急

速な減少であります。先ほど県が発表した総合計

画「栃木21世紀プラン二期計画」の人口予測で明

らかになりましたように、県では人口増のピーク

を2016年と今まで推定していたわけでありますが、

ここ数年で人口はピークになり、以降30年後には

30万人減少するということが推定されると。そう

いう計画から10年間前倒しの計画の修正が求めら

れていると。 

  事ほどさように、この新市の10年間の計画とい

うのはそのままでいいかというところが、人口問

題でまずあるわけでございます。30年で30万人減

少するということは、10年に10万都市が１個ずつ

消えていくという理屈になります。那須塩原市で

は、10年後の人口を現在人口から５％増加を見込

んでいるわけでありますが、果たしてそのとおり

に新市建設計画を進めて右上がりに人口増大が期

待できるのであろうかというと、まことに心もと

ないと考えられるわけであります。 

  県知事は、人口減少に対してやむを得ず、栃木

県では定住人口にこだわる必要はないと、一定期

間在住する別荘族を迎え入れる施策を検討し、交

流人口をふやしたい。また、海外を含めて全国に

訴えて企業誘致を進め、定住人口をふやしたいと

コメントしておりますが、私も県知事と全く同じ

見解であります。 

  人口問題は、地域経済の活性化と成長を除いて

存立し得ない課題であります。また、地域経済の
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活性化は市民にとって、雇用と所得、そして年金、

医療保険、租税負担、出産・育児環境、教育など

実生活の存続基盤にかかわる問題であります。 

  この経済問題に関して、数日前の新聞紙上では、

県下市町村の経済成長率が発表されておりました。

その中で２けた成長が矢板市、真岡市、逆に２け

たマイナスが旧塩原町であります。今後将来、地

域経済の掘り起こしと都市再生が極めて重要にな

ってくると考えられる次第であります。 

  これらの点から考えますと、今後市長には那須

塩原市11万5,000人市民のために、車座談義的な

スケールではなく、市内外に向けてより高く、広

く、諸機関との横断的・機能的な政治的ネットワ

ークの構築が必要であろうかと思われるわけです。

また、新市計画のとおり10年後においても右上が

りの財政計画を実現するためには、経済学におけ

るリサーチ・アンド・デベロップメントを積み重

ねて、新市の真のコーディネーターとして行政官

の立場を超えた政治家のガバナーになっていただ

きたい。こういう役割を背負っていただかないと、

この新市は未来、右下がりに展開していくという

ことが予測されるわけであります。 

  これらの視点から、１番には新産業の創出・誘

致と東那須産業団地ほか工業団地について、また、

３番目については乱開発跡地の５万5,000区画の

再開発に関する構造改革特区制度の活用について

考えさせていただきました。 

  １、３は経済問題でちょっと離れてしまいまし

たが、時間の関係がございますので、そのように

させていただきます。 

  ２番目に掲げた健康への危険情報の広報、指導

に関する質問は、市民の生命の危機に関する問題

でありますが、政府もこの緊急事態に対して各省

庁を超えたリスクコミュニケーションのためのネ

ットワークを構築しているところであります。 

  市民に最も身近な位置にある市が、この問題に

無関心であってはならないと考えられますし、極

めて重要な行政課題というふうに考えられるとこ

ろでございます。 

  それでは、通告書に従って１回目の質問をさせ

ていただきます。 

  産業観光行政について。 

  新産業の創出・誘致と東那須産業団地ほか工業

団地についてでございます。 

  １番は、雇用や所得の安定を考えますと、産業

の創出・誘致は重大な課題だが、どのように取り

組んでおられるか。 

  ２番は、激動する経済や社会を背景において産

業創出や誘致を進めるには、経済研究所や経済学

者などの適切な外部情報と人の英知が求められる。

産・学・官の特別プロジェクトチームを編成して

工業団地の活用に連結させる考えはないか。 

  ３番は、未利用の東那須産業団地18ha、下厚崎

8,000㎡以外の工業団地の活用状況はどのように

なっているか。 

  これは２番目のところに補足させていただきま

すと、現在経済のグローバル化、ＩＴ技術、ナノ

テクノロジー、光学技術、生命科学の時代という

ことを背景にいたしておりますが、県も知的財産

権活性化推進方策案をインターネットで公開して

おります。産業の背景には必ず知的財産権が動い

ているわけです。知的財産権というのは、特許権、

実用新案、意匠権、種苗法、そういったものが全

部かかわっておるわけです。こういうことを考え

ますと、将来、この経済研究所と申しますのは三

菱総合研究所とか日本総研とか、そういうところ

を入れて経済動向と期待される企業、こういった

スタンスをどういうふうに把握するかということ

が大事なのではないかというふうに思えるわけで

す。 
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  それから、経済学者のことをちょっと申し上げ

ましたが、都市経済学部というのはこの那須大学

の中にあるわけです。非常に立派な先生方がいら

っしゃる。そういう先生方の中には、天皇にご進

講なさったような経済学者もいらっしゃる。こう

いうものを活用してものを横断的に広く考えてい

かなければいけない、こういうような思いでござ

います。 

  時間がどんどん過ぎておりますが、２番目は市

民福祉行政について。 

  １番は、健康の危険情報の広報、指導について。 

  ①は国民の食の不安には、残留農薬、食品添加

物、汚染物質などが順に挙げられております。農

薬が約700種、食品添加物は約500種、多くは発が

ん性が指摘されております。減農薬、有機栽培に

対する生産者への奨励、指導や消費者への情報提

供はどのように行われているか。 

  それから、学校給食の食材については、有機栽

培食品や無添加食品の利用が望まれるわけでござ

いますが、利用食材はどうなっているか。地産地

消、食の安全や食育の観点から集中管理方式より

学校単位の給食体制のほうが望ましいのではない

か。 

  それから、携帯、パソコンなど電磁波による視

力低下が指摘されております。視力0.3以下の高

校生は34.2％に及ぶ。小中学生や保護者の家庭の

情報提供はどのようになされているのか。ちなみ

に申し上げますと、携帯電話で100ミリガウス、

こういった電磁波になります。これによっていろ

いろな心配が出ておりまして、かつての新聞報道

の中にも８歳未満に使わせてはならないと、14歳

未満については両親の了解のもとに使わせるべき

だと、こういうふうなことが言われています。 

  そういうように危険であるということがわかっ

ているのに、そういう情報提供はなされているの

か。 

  それから、悪性新生物、がん、肉腫、白血病な

どの罹患患者数の経年変化は、この地域ではどう

なっているか。小中学生の視力低下の経年変化は

どうなっているか。こういうふうな生命の危機に

関する情報を住民に提供するということは非常に

大事ではなかろうかということでございます。 

  それから、現在悪性新生物、つまりがんとかそ

ういうもののいろいろな迫害から逃げることがで

きないという状況に置かれているようでございま

すが、がんは進行をとめる治療法しかございませ

ん。本当に治すのは、自己の体の中にある免疫力、

これが人間の体を治すということでございます。 

  こういった免疫力を高める保健機能食品があち

らこちらでセミナーが開かれ売られておりますけ

れども、会場から締め出しをくっている。こうい

うことについてどのような理由によるのかという

ところでございます。 

  最後は、企画政策に問いかけておりますが、前

段に申し上げましたように、乱開発が約５万

5,000区画、こういったものの構造改革特区制度

の活用を考えるべきではないか、こういうような

ところでございます。 

  以上、第１回目の質問を終わらせていただきま

す。 

○議長（人見菊一君） 13番、亀田哲男君の質問に

対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） おはようございます。13番、

亀田哲男議員の市政一般質問にお答えいたします。 

  まず、産業観光行政についての質問にお答えを

いたします。 

  回復傾向と言われながら依然として厳しい経済

情勢の中で、企業誘致に取り組んでおるところで
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ございますが、幾つかの引き合いがあるものの、

今のところ東那須産業団地への企業の進出はあり

ません。産業の活性化と雇用拡大は企業の誘致が

不可欠と考えており、今後も、（仮称）黒磯イン

ターの完成予定など交通条件の優位性を積極的に

ＰＲするとともに奨励策の拡充や条件整備を図り、

新たな産業の立地を進めていきたいと考えており

ます。 

  また、産・学・官共同による工業団地の活用に

つきましても、事業主体であります県と調整を図

りながら研究を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

  次に、工業団地の活用状況につきましてであり

ますが、現在市内には東那須産業団地など８つの

工業団地があり、総面積は136.6haとなっており

ます。このうち東那須野工業団地19.3ha及び下厚

崎第二工業団地0.86haを除く116.44haが分譲され

ております。現在、これらの団地で57の企業が操

業しており、従業員数は平成16年４月現在約

2,400名となっております。 

  次に、遊休地に係る私権の制限などを含む構造

改革特区活用の検討と、再開発計画についてお答

えをいたします。 

  当市におきましては、1960年代の別荘ブーム以

降急速な分譲地開発により、週末を自然に包まれ

て過ごすための別荘用地として所有された方、あ

るいは投機目的で求められた方など、県外在住の

土地所有者が非常に増加してまいりました。こう

した土地の中には、景気の低迷などの影響により

建物も建てることなく、いわゆる遊休地となって

いるところが多く、行政課題の一つとなっており

ます。 

  一方、土地はあくまでも所有者の財産でありま

すので、そうした私有財産に対する制限等に関し

ては慎重な対応が必要であると思われます。 

  したがいまして、市の総合計画及び土地利用計

画など、那須塩原市全体の総合的な土地利用を構

築していく中で、構造改革特区制度の研究も含め

十分な検討を行ってまいりたいと考えております。 

  このほかにつきましては、産業観光部長、市民

福祉部長、教育部長より答弁をいたさせます。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） それではお答えし

ます。 

  私のほうからは、市民福祉行政の中の減農薬、

有機栽培に対する生産者への奨励、指導や消費者

への情報提供等について、どのように行われてい

るかについて答弁をいたします。 

  消費者のニーズの多様化、特に安全・安心など

食へのこだわりが高まるに伴い、米の生産におい

てはトレーサビリティの確かな合ガモ農法やコシ

ヒカリ特別栽培米の取り組みを実施しております。 

 16年産米の取り組みとしては、合ガモ農法が

8.7ha、コシヒカリ特別栽培米については黒磯地

区や箒川沿岸で約200haの取り組みを行っており

ます。 

  次に、野菜関係等につきましては、トマト・キ

ユウリ・キャベツ・ブロッコリー・ホウレンソ

ウ・ナシ・ブドウが栃木の特別栽培農産物（通称

リンク・Ｔ）の認証を受け、栃木ブランド農産物

としてその生産や流通の拡大を促進しているとこ

ろでございます。特に、首都圏の市場への出荷を

中心に学校給食や農産物直売所、観光サイドと連

携のもと顔の見える農業を展開し、消費者ニーズ

に沿った安全・安心な農産物の生産及び研究に努

めているところです。 

  また、情報提供につきましては、ＪＡなどで行

っているインターネットや生協機関紙等を通じ、

栽培方法等の産地情報や生産履歴の開示を行い、
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消費者にとってわかりやすく、安心で安全な地場

農産物のＰＲに努めているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（人見菊一君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 続きまして、市民福

祉行政のうち教育委員会所管事項についてお答え

を申し上げます。 

  最初に、学校給食関係でございます。 

  学校給食の食材をすべて有機栽培食品や無添加

食品の利用とすることにつきましては、一度に大

量の食材を必要とすることから、安定的な供給や

購入価格等を考慮すると現段階では困難な状況で

あります。しかしながら、学校給食において使用

される食品につきましては、現在は栃木県教育委

員会の指導・助言のもと学校給食会や食品納入業

者の協力を得ながら、できるだけ特別栽培農作物、

減農薬食材の導入に取り組み、残留農薬の検査も

実施しております。 

  地産地消につきましては、昨年度から黒磯管内

の調理場で地元産のキャベツ、キュウリ等を給食

食材として利用しており、安定価格で新鮮かつ減

農薬の食材が納品され、食の安全や食育の観点か

らも大変好評を得ているところであります。今後

さらに関係機関との調整を図り、使用できる品目

を拡大していく予定であります。 

  現在、食の安全性や食育については、自校方式

も共同調理場方式でも実施しており、さらなる充

実を目指していく所存であります。 

  次に、自校方式と共同調理場方式の選択につき

ましては、両者とも一長一短ありますが、地産地

消は自校方式のほうが推進しやすいという面があ

ると考えられます。しかしながら、当面は現状維

持の形で進め、将来的には学校数及び給食人員数

や施設運営に係る財政負担等幅広く考慮し、共同

調理場方式に統一する方向となっております。 

  続きまして、視力低下の問題についてお答えを

いたします。 

  電磁波が人体に及ぼす影響について、現在視力

低下の関係についても研究が進められている現状

となっています。視力についての学校保健統計調

査では、視力0.3未満の小学生が平成６年度では

5.9％、中学生ですと21.6％でした。平成16年度

については、小学生が5.5％、中学生が19.3％と

なっており、小中学生ともやや減少している傾向

であります。 

  学校では、視力低下が健康面や学習面に及ぼす

影響を考慮し、視力低下の児童生徒に対し治療勧

告カードを発行し、医師の診察を受けるように薦

めるとともに、長期休業明けの視力検査等の結果

を家庭にも知らせ、初期の段階で対応することで

視力低下を未然に防ぐよう努力しているところで

あります。 

  続きまして、健康セミナーへの会場貸し出し拒

絶についてお答えを申し上げます。 

  公民館での健康セミナーの開催についてお断り

したことがありました。その理由といたしまして

は、セミナーの内容が、健康セミナーを行い会員

を募集し、その会員に特定の業者が特定の商品を

販売するということでありました。その行為は社

会教育法第23条第１項の規定による営利目的の事

業であり、公民館を貸し出しできないと判断いた

したわけであります。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） 私からは、市民福

祉行政についてのうち、④の悪性新生物の罹患者

数の経年変化についてお答えいたします。 

  悪性新生物、いわゆるがんの罹患者数の経年変

化については、栃木県における地域がん登録事業

の報告によりますと、本市の平成６年のがん罹患
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者数は311人で、平成12年は336人と、全国平均と

同様増加の傾向にあります。がんの部位別罹患者

数は、平成６年は胃がんが最も多く76人、次いで

大腸がんの50人、肺がん38人、肝臓がん、乳がん

がいずれも22人となっております。平成12年につ

いても胃がんが最も多く70人、続いて大腸がんの

56人、肺がん44人、乳がん24人、肝臓がん20人と

なっており、大腸がんや肺がん、乳がんについて

は増加の傾向にあります。 

  また、がんによる死亡については、本市の平成

10年の死亡者総数は750人で、がんによる死亡は

228人と全死亡の30.4％、平成15年度においては、

死亡者総数は803人、がんによる死亡は223人と、

全死亡の27.8％の率で推移しており、ここ数年は

横ばいの状況であります。 

  大腸がんや肺がんの増加については、欧米型の

食生活や喫煙等生活習慣が大きく影響していると

考えられます。がんの予防を推進するために、平

成15年に作成した健康いきいき21プランに基づい

て生活習慣改善の取り組みを推進するとともに、

各種がん検診を促進し、早期発見・早期治療に努

めているところであります。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 13番、亀田哲男君。 

○１３番（亀田哲男君） まず、第１点目のところ

でございますが、昨日の会議でも赤田の工業団地

の周辺に中間処理場の計画が進んでいるというふ

うな話がございます。中間処理場が絶対悪いとい

うわけではございませんが、しかしながら、産業

の規模によりましてはその中に保育施設とか託児

所とか、そういうものまで市民のために抱え込ん

でいただけるような、そういうレベルのものもあ

るわけでございます。非常に広範な企業が知的所

有権との関連で動き始めています。そういうステ

ージの中に市長みずからがテーブルに着いて、そ

のラウンドテーブルの中から未来の方向を目指し

ながら企業のトップと会うと、そういうような導

入の方法が非常に大事だというふうに思えるわけ

でございます。 

  何やらお話を伺っておりますと、県と相談して

というようなお話でございますが、トップ・マネ

ジメントとして市長の役割を期待したいところで

ございますし、周辺におられる課長さん方、部長

さん方のインテリジェンスを考えますと、そうい

う下支えは十分なさってくださいというふうに思

えるわけでございます。そこら辺を切り開いてい

ただかないと、何となく他人任せということであ

ったら、この未来の産業の導入は非常に難しくな

るのではなかろうかと思われます。市長、そこの

ところはいかがでございましょうか。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 工業団地の工場の誘致の件

につきましての質問でございますけれども、今、

県と相談をしなければならないという点につきま

しては、工場を誘致する考え方のもとでなくて、

用地そのものが県の用地ということになっており

ます。県の開発公社の用地ということでございま

すので、当然県とは相談を申し上げなければなら

ないというふうに思っておりますし、企業誘致に

つきましては、私は各企業を回るつもりでおりま

すし、そういう中で少しでも有利な企業を誘致し

てまいりたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（人見菊一君） 13番、亀田哲男君。 

○１３番（亀田哲男君） できましたら、日経連、

経団連、電子機械工業会、有力なそういう政治レ

ベルでの関係機関と連携を結んでいただきたいと

いうのが、冒頭の私が述べました趣旨でございま

す。足元にございます那須大学の学者先生の中に

は、三菱総合研究所の主任研究員をなさっておら
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れる方もいらっしゃる。こういうものを最大限活

用して、中心と機能していくような道筋をぜひ立

てていただきたいと思います。 

  それから、時間が大変切迫しておりますので大

づかみに申し上げますが、２番目の身体への危機

に関する周辺の問題というのは、これは非常に重

要な、いわば危機管理の問題だというふうに私は

理解いたしております。 

  この新市に、例えば農薬につきましても農薬は

例外なく有害化学物質でございます。それから、

食品添加物も有害化学物質が大半でございます。

これによってがんが起こる。体内に入りますと、

小さい子供さん方の未来に催奇形性、障害児が産

まれる。こういうような事態を招くということが

言われております。メディカルの世界では甲論乙

駁がございますけれども、そういうふうに未来に

つきましては、生命に関する危機管理が大変大事

でございます。 

  そういうふうな中で、今医学界の中で言われて

おりますのは、医師と医薬品で病気を治す神話の

時代は既に終わったと。食品で体を治すと。食品

で治すというのは免疫力を高めるという意味でご

ざいます。免疫力の中にはマクロファーゼとかリ

ンパ球が入っているわけでございますが、そうい

ったものががん細胞と闘うという構造が体内の中

にはあるわけでございます。 

  この最後の健康セミナーの会場貸し出し拒絶に

ついて、私は釈然といたしませんのは、このセミ

ナーの中でどういう販売行為が行われるかどうか

わかりません。中にはネットワークビジネスでバ

ックマージンを紹介者に出すというようなことも

あるわけでございます。あるわけでございますけ

れども、現在の社会の危機管理の状況、肉体に対

するもろもろの迫害の状況を考えますと、こうい

うものについて、単に営利だから貸し出しをしな

いという短絡な結論は出してもらいたくないとい

うふうに思っております。その点をもう一度確認

させていただきたい。 

○議長（人見菊一君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） まず、公民館につき

ましては、先ほど申し上げましたように社会教育

法の規制がありますので、そういう特定の営利事

業には貸さないというふうな法規定ですので、公

民館では無理であります。 

  しかしながら、有料貸し出し施設があるわけで

す。例えば、公共施設ですと文化会館とかそうい

うものにつきましては有料でございますけれども、

そういう部分にそういう催し物に開放されている

わけです。ひとつ、そういう施設をご利用いただ

ければというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 13番、亀田哲男君。 

○１３番（亀田哲男君） 最も中心になりますその

施設の貸し出しを、私は強く希望したい。なぜか

と申しますと、要するに私もこのセミナーに出ま

した。セミナーの中身を見ますと、人体機能と食

品の薬理効果、こういった関係を解説するという

のが前半です。後半には、それを販売する仕組み

というのがあるわけです。前半の中身はまさに社

会教育そのものでございます。商売としてどのよ

うにその後行われるかどうかということは、多分

その現場で販売するということはないだろうと思

う。ですから、恐らくバックマージンシステムか

何かをとっていると思われるわけでございますの

で、そこら辺のところを深くもう一度再検討して

いただきまして、そういう危機管理の要請に対し

て対応していただくような検討を再度お願いいた

しまして、私の質問を終わらせていただきます。 

  ちょっと時間が足りませんで、本当に20分は残

念でございます。 
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○議長（人見菊一君） 以上で、13番、亀田哲男君

の市政一般質問は終了しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 田 中 三 郎 君 

○議長（人見菊一君） 次に、11番、田中三郎君。 

〔１１番 田中三郎君登壇〕 

○１１番（田中三郎君） 皆さん、おはようござい

ます。議席番号11番、田中でございます。今回は、

観光行政について、一点集中で質問いたします。 

  小泉内閣総理大臣は、2003年１月31日、第165

回国会の施政方針演説で、日本を訪れる外国人旅

行者数を2010年に1,000万人に倍増させることを

目標として掲げました。これは、国家戦略として

の観光立国を施政方針で初めて宣言したものです。 

  皆さんもご存じのように、観光産業は製造業と

異なり生産・雇用が国内で行われるため、いわゆ

る産業の空洞化とは無縁の産業です。また、旅

館・ホテル業だけでなく、運輸、飲食、娯楽・レ

ジャー産業まで含むすそ野の広さを持っておりま

す。経済波及効果は大きく、観光は他産業の振興

を牽引する21世紀のリーディング産業として期待

されております。 

  ちなみに、2002年に総額で21.3兆円が消費され

た旅行需要は、日本経済に対し49.4兆円の経済波

及効果、26.1兆円の付加価値効果、398万人の雇

用効果、4.5兆円の税収効果をもたらしたと推計

されます。また、2002年には海外旅行をした日本

人は1,652万人に対し、外国から日本を訪れた外

国人は524万人に過ぎず、国際旅行収支は3.6兆円

の赤字となっており、国際収支の改善効果も期待

できます。 

  一方、観光立国は暮らしの構造改革の側面も持

っています。観光の原点は、ただ単に名所や風景

などの光を見ることだけでなく、地域に住む人々

がその地に住むことに誇りを持つことができ、幸

せを感じることによってその地域が光を示すこと

のように、観光概念の革新が必要となります。 

  この観光の革新により、日本全国のそれぞれの

地域の光が輝きを増し、社会が活性化していくこ

とを通じて外国の人々が訪れたい、学びたい、働

きたい、そして住みたい日本になることこそ、21

世紀に日本が追求すべき国の価値と言えます。 

  我が那須塩原市の観光はどのような状態にある

のか詳細にはわかりませんが、平成17年度の入湯

税の9.9％減の予算を見ると、相当に厳しいと執

行部も予想されていることがわかります。このよ

うな厳しいときだからこそ、積極的な観光予算を

組んでほしいと思われます。 

  栗川市長も、平成17年度の市政運営方針におい

ても、国際観光都市那須塩原づくりをメーン３事

業の一つに挙げているので、非常に心強く思って

おります。 

  そこで質問いたします。 

  １つ目は、市長は那須塩原市の観光をどのよう

に考えているのか、具体的にお聞きしたいと思い

ます。 

  ２番目として、観光についての予算はどのよう

になっているのか、お聞きしたいと思います。 

  ３番目として、旧３市町の観光協会がこの先ど

のように連携支援をしていくのか、お聞きしたい

と思います。 

  ４番目といたしまして、塩原温泉は2006年に開

湯1200年を迎えるわけですが、具体的な案や予算

について伺いたいと思います。 

  以上、１回目の質問を終わりたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君の質問に

対し答弁を求めます。 

  市長。 
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〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 11番、田中三郎議員の市政

一般質問にお答えをいたします。 

  観光行政についての質問にお答えをいたします。 

  最初に、新市の観光についてでありますが、那

須塩原市には多くの観光客が訪れる塩原温泉と板

室温泉の２大観光地を初め、自然景観を含む多く

の観光資源がありまして、平成15年に訪れた観光

客数は約629万人、宿泊客数は約140万人と、全国

でも有数の観光地となっております。 

  新市におきましても観光産業を主要な産業と位

置づけ、那須塩原温泉、板室温泉を核とした国際

観光都市那須塩原市を目指して、観光の振興を図

ってまいりたいと考えております。 

  この実現に向けた事業といたしましては、塩原

温泉における地域再生計画事業及び都市再生計画

事業の着実な実施を初め、観光イベントやＰＲの

充実に、また新幹線や福島空港など高速交通機関

を生かした誘客活動を推進してまいりたいと考え

ております。また、板室温泉につきましては、心

身ともにいやせる国民保養温泉地として接客シス

テムの構築をＰＲするなど、充実を図ってまいり

たいと考えております。 

  これらの事業等を推進し、ソフト・ハード面で

のグレードアップと、それぞれの温泉の独自性の

確立を進めるとともに、世界に発信できる国際観

光都市那須塩原が実現できるものと考えておりま

す。 

  次に、17年度の予算についてでありますが、こ

れまでの３市町の継続事業の推進と新市計画の事

業費などで編成をいたしております。観光の振興

や活性化を図るため、観光宣伝や観光関係団体を

支援する観光振興事業費約9,700万円、観光施設

や自然公園施設などを管理する観光施設管理費約

２億1,300万、観光施設や自然公園施設を整備す

る観光施設整備費約５億1,900万など、総額で８

億4,704万7,000円といたしました。 

  主なものは、平成18年に開湯1200年を迎える塩

原温泉を全国にアピールするため、プレイベント

経費やＰＲ費などに充てる補助金、地域再生計画

事業の核となる観光拠点施設（仮称）塩原温泉公

園整備事業費です。 

  続きまして、旧３市町の観光協会をどのように

連携、支援をしていくのかということについてで

ありますが、旧黒磯市には黒磯観光協会、旧西那

須野には西那須野町観光協会、旧塩原町には塩原

温泉観光協会があり、それぞれの地域の観光地と

しての特色を生かした観光誘客事業を推進し、観

光の振興を図ってきた経緯がございます。 

  今回の合併によりまして、それぞれの観光地が

一つの市に包含されたわけでございますから、国

際観光都市那須塩原としての包括的な観光誘致事

業の推進を図る一方で、地域の独自性、特色も尊

重していかなければならないと考えております。 

  市といたしましては、合併を契機に国際観光都

市那須塩原を目指した観光振興を展開する中で、

観光協会が連携し、一体となって取り組むことが

大変重要なことでありますので、今後とも支援を

してまいります。 

  次に、塩原温泉は2006年に開湯1200年を迎える

が、具体的な案や予算についてのご質問でござい

ますが、予算につきましては観光予算の中で答弁

をいたしましたので、省略させていただきます。 

  開湯1200年を迎える具体的な案につきましては、

今後早期に実行委員会を組織し、実施方法や具体

的な内容につきまして検討してまいりたいと考え

ております。 

  以上で答弁といたします。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） １番、２番、３番、４番
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とありまして、関連しているところがあるので、

私もあっちこっち行くかもわからないですけれど

も。 

  最初の質問ですけれども、観光をどのような形

でやっていくかということで、国際観光都市那須

塩原ということでお伺いはしたんですけれども、

これは市政運営方針のほうに出ていた文言でして、

それからもうちょっと踏み込んで具体的に、どう

いったことで進めていくのかという行動計画とい

いますか、そういうものがあればぜひお聞かせい

ただきたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） それでは、私のほ

うからお答えしたいと思います。 

  市の市政運営方針の中にもありましたように、

国際観光都市を目指していろいろなものに向けて

実施していきたいというような市政方針の中にあ

りましたが、その一つとしてハード的な面につき

ましては17年度の予算にのっております地域再生

計画の着実な実施、また、ソフト面につきまして

は国際化に対応できる接客システムの構築と。こ

れにつきましてはいろいろソフト面にあると思い

ますが、今ここで考えられるのは外国の観光客が

例えば塩原温泉に来た場合に、会話ができる温泉

街をつくる必要があると思います。これは外国の

観光客を迎えるのには一番大事な方法だと思いま

す。そこら辺も、ソフト面ではこれから十分にや

っていく必要があると考えています。特に、外国

語の件につきましては那須塩原市には那須大学も

あるものですから、那須大学については外国人の

留学生も結構来ているものですから、そこら辺の

方にもお願いして、そういう語学の研修をやって

いきたいと、そのように考えております。 

  以上でございます。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） なかなか具体的なものと

いうのはすぐ出てこないとは思いますけれども、

そういった語学の研修とか非常にいいことだと思

いますので、ぜひやっていただきたいと思います

けれども、それではこれはどこに予算がついてい

るのかということなんです。これをやろうといっ

たときに、どこから予算を持ってくるのかという

問題がすぐ出てくると思いますけれども、その辺

はどのようにお考えですか。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 市の運営方針につ

きましては、17年度の新年度予算策定後に出てく

るものですから、今後それらに向けて検討した中

で予算を組んでいきたいと考えております。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） それでは、17年度はでき

ないということでよろしいでしょうか。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 17年度でできない

ということではなくて、17年度に検討して、検討

した中で早急に対応しなければならなければ、補

正等で対応できると思いますので、とりあえず17

年度でできないという考えではなくて、17年度に

検討して、できるものがあれば早急に対応してい

きたいということです。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） 順番が逆になって、市政

運営方針が後から出てきたということで、その辺

はしようがないかなというふうに思われるんです

けれども。 

  ちょっと順番がごちゃごちゃするので、せっか

く予算の話になったものですから。 

  実は、塩原温泉の観光協会の予算なんですけれ

ども、ちょうど今話が出た語学の研修とか接客の

セミナーとか、そういうものは去年、おととしと
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予算が出て実施はしていたわけですけれども、ど

うも今年の予算の予定額を見るとそれが削られて

いるような形なんですけれども、ぜひそういった

国際観光都市を目指すというのであれば、早急に

復活していただいて、実施できるようにお願いし

たいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 検討してみます。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） それでは、いろいろお願

いしたいことはあるんですけれども、１番はそれ

くらいにして、２番の観光の予算について順番に

入りたいと思いますけれども。 

  先ほど言いましたように、ホスピタリティーの

補助というのが今年なくなったということで、か

なり観光についての予算も逼迫しているのかなと

いうふうな感じがするんですけれども、この観光

予算の財源についてはどのような財源で予算を組

まれているのか。大体の大ざっぱな割合で構いま

せんので、お聞きしたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） その割合について

は今調べていますので、後でご報告したいと思い

ます。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） 観光予算は、温泉公園の

整備とか大きな部分があるので、それはちょっと

外しまして、大体大きなのは施設の管理とか団体

補助とか整備は除きまして、そういうものが

9,700万と２億1,300万でしょうか、あると思いま

すけれども、この中で入湯税が今年9.9％減の予

算を組まれたわけですけれども、入湯税の使途に

ついてどのくらいの額をこの２つに充てられてい

るのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 総務部長。 

○総務部長（佐藤邦昭君） 今年度の予算の中での

入湯税ということでございますけれども、今年度

私のほうで入湯税を見ておりますのが、１億

7,838万円ほど見ております。これにつきまして

は、旧塩原町、旧西那須野町、旧黒磯市からの入

湯税でございますが、総額すべて旧塩原のほうの

整備に回るということではございませんので、こ

のあたりの割合の中で整備をさせていただいてい

るところでございます。 

  それと、入湯税につきましては、この後また一

般質問でも細かく議員さんのほうから質問がされ

ておりますので、その中で再度ご説明させていた

だければと思っています。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） １億7,000何がしの入湯

税があるということで、皆様ご存じでしょうけれ

ども、入湯税というのは目的税ということで、使

途が決まっているお金でございます。それについ

て私は前から疑問に思っていたんですけれども、

何で一般財源に入れて、そこからまた観光につい

て予算を出しているのか。本来であれば、入湯税

というのは観光と消防とごみとかに使われるべき

性格のお金じゃないかというふうに考えますので、

その辺をちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 総務部長。 

○総務部長（佐藤邦昭君） 確かに目的税でござい

ますし、今田中議員がおっしゃるような使途で使

われております。ただ、平成16年度は今やってお

りますが、平成15年度の中におきましても、今議

員がおっしゃられるような施設をこの入湯税だけ

で賄うことは到底できていない状況にございます。

その辺のところはご理解願えればと思います。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） 当然、施設の運営費とか

は一般財源から出ているというのは理解できるん
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ですけれども、他の産業に比べて自主の財源があ

るのに、それを除けば一般財源の投入の割合が少

ないんじゃないかということをちょっと感じてお

りますので、そういう質問をしたわけなんですけ

れども。 

  その中に施設の管理というところで２億1,000

万使われて、これが観光に使っているということ

で、もちろんその趣旨はわかるんですけれども、

名前を出して申しわけないんですけれども、塩原

町の「もの語り館」などは観光協会が委託して、

厳しい予算の中で運営しているわけですけれども、

他の塩原の観光施設はどうもその辺の努力が足り

ないのではないかというような気がするんですけ

れども、その辺のところ、数字を挙げてお聞きで

きればと思います。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） その努力が足りな

いということではないと私は思います。特にもの

語り館につきましては最近できた施設でございま

すが、それぞれの施設については、それなりの努

力をして今までやってきていると思っております。

ただ、あれが足りないということではなくて、塩

原温泉自体、全体の誘客、要するに観光客の減少

等も原因になっていると思いますので、今後そこ

ら辺の原因については細かく研究してまいりたい

と思っています。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） 先ほど言いました、入湯

税が9.9％減になっているということで、本当に

厳しい状況があるわけなんですけれども、これに

ついて、減っているから逆に予算をつけて何とか

インパクトのあるようなものをやっていこうとい

うようなお考えはないんでしょうか。 

○議長（人見菊一君） 総務部長。 

○総務部長（佐藤邦昭君） インパクトのあるとい

うお話でございます。市長の市政方針の中にもあ

りましたように、国際観光都市那須塩原というも

のを目指していきますので、これにつきましては

やはり行政側としても何らかの力を入れて観光開

発に努めていかなければならないと、そのように

理解しているところでございます。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） いろいろ予算があって難

しいのはわかりますけれども、我々はそこが一番

の生命線を握っているということで、真剣にやっ

ているわけですので、一刻も早くその辺の実情を

踏まえて予算をつけるものはつけていただきたい

というふうに考えております。 

  それで、入湯税の問題にまた戻りますけれども、

これは先ほど言いましたけれども、特別会計には

ならないでしょうか。 

○議長（人見菊一君） 総務部長。 

○総務部長（佐藤邦昭君） 入湯税の中で、議員お

っしゃるような設備等々やっていくとなりますと、

ちょっと難しいものがあるのかなという気がしま

すし、現在の一般会計に入れた中で、それからま

た歳出していくという形を今後もとっていきたい

なというふうに思っているところでございます。 

○議長（人見菊一君） ここで10分間休憩いたしま

す。 

 

休憩 午前１１時０１分 

 

再開 午前１１時１３分 

 

○議長（人見菊一君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） 先ほどの入湯税ですけれ

ども、この後通告が出ている事項でございますの
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で、これ以上私のほうからは質問しないことにい

たします。 

  今、これだけ温泉街が疲弊しているわけなので、

それの一つの方策というのが国際観光都市という

ような方向ではないかなということで、それは市

長の考えに賛同するわけなんですけれども。これ

は、先ほども言いましたように、早目に具体策を

練っていただきまして、予算までつけてすぐ17年

度に実行できるように本当にお願いしたいと、時

間がそんなにないというとことで重ねてお願いし

たいと思います。 

  それで、今度は観光協会の連携と支援というこ

とで、今までどおり独自性を持って応援していく

というような市長のお話でしたけれども、私も３

つの観光協会が集まったときにいろいろ話をしま

して、どうも成り立ちとかいろいろな問題で目的

も違うかなということでありましたけれども、こ

れも他の議員の方の通告が出ておりますので余り

深くはやりませんけれども。 

  今、塩原温泉の観光協会の場合、どうも新聞紙

上をこの前にぎわしていました観光協会長が辞任

したいというような問題も出ていまして、その後

任人事とかいろいろ考えていく場合、観光協会の

会長という立場はもちろんボランティアで当たり

前なんですけれども、塩原の場合、本当に名前だ

けで済むというような部分でなくて、聞きますと

大体150日から200日ぐらいいろいろな会議とか出

ていくということで、ご存じのように旅館が主体

で観光協会を運営しているんですけれども、どう

も旅館が非常に苦戦して、そういう余裕のある人

材がいないということで非常に苦慮しているわけ

なんですけれども、そういった少ない予算の中で

何とか塩原温泉をＰＲしていこうということで頑

張ってやっているわけなんですけれども。 

  那須塩原の観光課でいろいろ応援はしていただ

いているんですけれども、どうも並列で一緒にや

っているというのでなくて縦の、観光課が観光協

会の面倒を見てやっているというような雰囲気が

しまして、究極のボランティアなので、やはりそ

ういう見方でなくて、一緒にやっていきましょう

ということで共同でやっていただかないと、それ

も含めてやる気がだんだんなくなってくるという

ような問題もその遠因にあるのではないかという

ようなことが考えられます。 

  最後になりました、塩原温泉が2006年に開湯

1200年を迎えるということで、今年の17年度がプ

レのイベントということで予算をちょうだいして

いるんですけれども、全国に大々的にＰＲすると

いうことで1,200万の予算がついているんですけ

れども、これはただＰＲだけに使えるお金なんで

しょうか。その辺のところお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 予算上は、塩原温

泉の誘客対策に関する予算、その中で開湯1200年

の準備、のプレイベント等が含まれていますので、

あくまでも誘客対策の事業費というふうに考えて

います。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） もちろん誘客対策という

ことで、誘客につなげるためにこういうイベント

をやるわけですので、別にほかのものに流用する

とかそういうことは毛頭ないんですけれども、全

国にＰＲするというような形で、ＰＲにかけます

と1,200万というのはあっという間になくなって

しまうというような、ちょっと予算的に少ないか

なと思っております。 

  それと、2006年の1200年祭の実施の案が全然見

えてこないので、どのくらいの規模でどのくらい

の予算でやれるのか、今からわからないとＰＲの

－185－ 



しようがないと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 先ほど市長の方の

答弁がありましたように、早急にこれにつきまし

ては実行委員会を設けて、その中で検討していく

というとおりで、早急に実行委員会を組織しまし

て検討していきたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） それではちょっと間に合

わないのではないかという気がするので、早急じ

ゃなく来月に始めるとか、そういう形でないと全

然おくれて、せっかくの機会を逃してしまうと思

います。その辺、いかがでしょう。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 塩原支所の観光課

のほうで早急に準備を進めておりますので、４月

に入れば早急に組織が立ち上がると考えておりま

す。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） それでは確認ですけれど

も、この主体は観光課でよろしいでしょうか。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） その考えでやって

いきたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 11番、田中三郎君。 

○１１番（田中三郎君） もう時間がなくなりまし

た。どうも行政だとスピードが遅くて、どうして

も後手後手になってしまうというのが今までの経

験ですので、早急にとか、そういう言葉で逃げな

いですぐやっていただくように強く希望しまして、

私の質問を終わりにしたいと思います。 

  どうもありがとうございました。 

○議長（人見菊一君） 以上で、11番、田中三郎君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 山 本 幸 治 君 

○議長（人見菊一君） 次に、50番、山本幸治君。 

〔５０番 山本幸治君登壇〕 

○５０番（山本幸治君） 50番、山本です。 

  私は、さきに議長に提出いたしました質問通告

書に従いまして順次質問いたしますので、市長、

教育長及び関係部長の明快な答弁を求めます。 

  初めに、教育環境整備について質問します。 

  小中学校全学年において１学級30人以下の少人

数学級を導入し、児童生徒の能力に応じたきめ細

かな教育が必要と考えるが、この点についてお伺

いをいたします。 

  次に、農業活性化対策について質問いたします。 

  水田など耕種農業、園芸農業の法人化を進め、

生産性の高い、かつ無農薬・有機肥料中心の安

全・安心な生産技術を取り入れ農業への転換を図

り、外国への輸出も可能となるような農業を確立

し、食糧自給率の向上を図り、あわせて担い手や

後継者育成の積極的な推進に取り組むべきと考え

るが、これについてお伺いをいたします。 

  次に、男女共同参画について質問いたします。 

  少子高齢化の進展や社会経済情勢の急速な変化

に対応していく中で、男女が相互に人権を尊重し

つつ責任を分け合い、あらゆる分野に共同参画し、

個性と能力を十分に発揮できる男女平等の意識育

成を推進する必要があると考えますが、これらに

ついてもお伺いをいたします。 

  次に、高齢者や障害者を持つ家庭支援の推進に

ついて質問いたします。 

  寝たきりの高齢者や痴呆性高齢者、知的障害者

などで判断能力が十分にできない方に対し、安心

して日常生活が送れるような政策推進についてど
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のようにお考えなのか、お伺いをいたします。 

  次に、子育て環境整備について質問します。 

  幼保一元化の早期実現と延長保育、夜間保育を

推進し、低年齢児保育や障害児保育、一時保育な

ど利用者の多様なニーズに応じた子育て推進が必

要と考えられるが、これらについてお伺いをいた

します。 

  最後に、商工・観光行政について質問いたしま

す。 

  塩原・板室温泉の行政が他の観光地に比べおく

れています。早期に活性化に取り組み、集客対策

に向けた方向づけの推進が必要と考えております。

商工会を合併して一つにできないか、また、観光

協会についてもどのようなお考えを持っているの

かお伺いをいたします。 

  以上。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君の質問に

対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 50番、山本幸治議員の市政

一般質問についてお答えをいたします。 

  私のほうからは、商工・観光行政についてお答

えをいたします。 

  ３市町の合併に伴い、商工会及び観光協会が主

体的に統合整備されることは、合併市町の一体性

の確立の面からも重要なことであると考えており

ます。 

  商工会においては、２年ほど前から合併により

会員サービスが低下することなくレベルアップに

つながるよう、先進地の視察や会員アンケート調

査などを行い、昨年10月からは合併に関する研究

会を定期的に開催するなど、合併に向けて検討し

ているところであります。 

  観光協会につきましては、昨年より統合の可能

性について検討を進めておりますが、それぞれの

事業内容、会費等に相違する点も多く、一本化に

は課題が残されていると聞いております。本市の

より一層の観光振興策と推進、観光関係企業の発

展を目指すためにも、統合されるよう努めていた

だきたいと考えております。 

  次に、塩原・板室温泉の早期活性化に取り組み、

集客対策に向けた方向性の推進についてでありま

すが、県内各温泉地の現状につきましては、景気

低迷の長期化、観光ニーズの多様化、観光の選択

肢の増加に加え足利銀行の一時国有化の影響を受

けまして、深刻な状況が続いております。 

  そのような中で、塩原温泉・板室温泉につきま

しては入り込み客数はほぼ横ばいを続けておりま

すが、宿泊客数は減少している状況になっており

ます。このような状況を踏まえ、新市においては

観光産業を主要な産業と位置づけ、塩原温泉、板

室温泉を核とした国際観光都市那須塩原を目指し

て、観光の振興を図ってまいりたいと考えており

ます。 

  活性化に向けた集客対策につきましては、10番、

田中議員のご質問の中で答弁いたしましたので、

省略をさせていただきます。 

  このほかにつきましては、産業観光部長、生活

環境部長、市民福祉部長、教育部長より答弁をい

たさせます。 

○議長（人見菊一君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） まず、１番、教育行

政の30人学級についてお答えを申し上げます。 

  30人学級につきましては、植竹議員、金子議員

にお答えいたしましたとおり、課題もありますが

臨時教師を雇用し30人学級に近づけるよう、少人

数学習の充実に努めてまいります。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 続きまして、農業
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活性化施策についてお答えをします。 

  まず、法人化の推進についてですが、平成16年

度から18年度までの３か年間に、ＪＡなすの管内

６地区の営農経済センターにおいて集落型経営体

育成モデル集落支援プロジェクトチームを設置し、

新たな担い手となる集落型経営体の育成を支援す

る事業に取り組んでいるところでございます。 

  今年度につきましては、本市のモデル地区とし

て旧黒磯の熊久保地区と塩那農協管轄の東赤田地

区が将来の法人化に向けた地域の話し合いを行っ

ているところであります。今後、他の地区に対し

ても事業の推進を図ってまいりたいと考えており

ます。 

  次に、無農薬・有機肥料中心の安心・安全な農

業の展開についてですが、食の安全・安心に関す

る問題につきましては、生産現場から消費に至る

までのトレーサビリティシステムの構築に向け、

全国的に各種対策を講じているところであります。

ＪＡなすのにおいても、消費者に安心・安全な農

畜産物を安定供給するための事業を展開している

ところであります。 

  続きまして、輸出可能な農業の確立についてで

すが、県において平成16年度より新たに栃木ブラ

ンド農産物輸出促進事業を立ち上げ、本年度の取

り組みとしてナシの「にっこり」とイチゴの「と

ちおとめ」を香港に輸出し、店頭販売を行ってい

るところです。本市といたしましても、農産物輸

出の実現に向け、ＪＡなすのとの連携をとりなが

ら県に働きをかけてまいりたいと考えております。 

  次に、食糧自給率についてですが、ここ数年

40％を推移しております。本市といたしましても、

食糧自給率の向上と食料の安定供給のため、農業

面に関しては米政策改革の推進を初め、本市の特

色である麦・大豆・主要作物の本格的な生産拡大、

農地の担い手の確保、生産基盤の整備等により生

産振興を図ってまいりたいと考えております。 

  次に、担い手、後継者育成についてでございま

すが、現在、小規模農家を含め意欲のある認定農

業者の掘り起こし、農業経営改善計画の策定指導

や各種研修会の開催、青年農業者の海外派遣研修

等に対する支援を行っているところであります。 

  今後とも効率的かつ安定的な農業経営を育成し、

地域の農業振興を図っていきたいと考えておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（人見菊一君） 生活環境部長。 

○生活環境部長（相馬 力君） 男女共同参画社会

の推進についてお答えいたします。 

  男女共同参画社会とは、男女が社会の対等な構

成員として、みずからの意思によって社会のあら

ゆる分野における活動に参画する機会が確保され、

もって男女が均等に政治的・経済的・社会的及び

文化的利益を享受することができ、かつ、ともに

責任を担う社会だと考えております。 

  さらに、よりよい男女共同参画社会の実現に向

けて、より実効性のある施策の推進を行うため、

家庭や職場を含め市全体で取り組むことが必要で

あることから、市民や関係者による検討委員会等

を組織しまして、その意見を踏まえながら男女共

同参画推進条例を制定し、推進したいと考えてお

ります。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） 私からは、４項目

めの高齢者、障害者を持つ家庭支援の推進につい

てと、５項目めの子育て環境の整備推進について

お答えいたします。 

  まず、高齢者、障害者を持つ家庭支援の推進に

ついてでありますが、寝たきり高齢者や認知症、

いわゆる痴呆性高齢者、知的障害者など、自分で
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十分に判断することができない方が財産の取引や

各種の手続、契約を行うときに一方的に不利な契

約を結ばないよう保護するための制度として成年

後見制度があります。また、申し立てを行う親族

がいない場合この制度を利用できないため、市長

に法定後見の開始の審判の申し立て権が与えられ

ているものであります。 

  本市としても、認知症のため日常の買い物も自

分でできなかったり、契約のトラブルに巻き込ま

れるおそれのある方を対象に、成年後見制度を利

用できるよう支援していきたいと考えております。 

  また、この制度のほかには在宅生活や施設利用

あるいは入院生活をされている認知症高齢者、知

的障害者等で判断能力が十分でない方や、虚弱な

高齢者、身体にハンディのある方に対して日常生

活での福祉サービスが安心して利用できるような

支援を初め、金銭管理、さらには大切な印鑑や証

書などを安全に保管するサービスを行う地域福祉

権利擁護事業があります。この事業につきまして

は、社会福祉協議会が取り組んでいるものであり

まして、この事業を利用するためには契約を結ぶ

必要があることから、ある程度の判断能力のある

方が対象になってくると思います。 

  ちなみに、この制度の利用の状況については、

現在17名の方が利用されております。今後、これ

ら２つの制度を活用しながら、寝たきり高齢者や

認知症高齢者、知的障害者などが安心して日常生

活が送れるように支援をしてまいりたいと考えて

おります。 

  次に、子育て環境の整備推進についてでありま

すが、現在保育園では生後８週目からの乳児保育

や通常保育時間よりさらに１時間から２時間延長

して保育する延長保育、家庭での保育が一時的に

困難なときのための一時保育、心身に中程度の障

害はあるが集団保育ができる児童を対象とした障

害児保育、病気の回復期にあり集団保育はまだ無

理だが専門の看護師のケアを受けながら別室で保

育を受ける病後児保育など、市民の多用なニーズ

に応じた各種の取り組みを実施しております。 

  また、保護者が病気や用事があって子供を養育

できないとき、７日以内の範囲で連続して預ける

ことのできる子育て支援、短期入所事業も実施し

ております。 

  さらに、幼保一元化の早期実現についてのご質

問をいただきましたが、幼稚園と保育園は国の所

管庁がおのおの文部科学省と厚生労働省に分かれ

ており、今のところ国においては統合一元化に向

けての具体的な動きはありません。ただし、保育

現場の実態から申し上げますと、幼稚園が預かり

保育を実施し、保育園が教育分野に力を入れるな

ど、両者の役割が近づいている現状にあります。

国の所管にかかわらず、子供たちの未来や保護者

への支援を考えるならば、新たな子育て環境の取

り組みが求められている時代でありますので、今

後各関係方面との連携を図りながら、動向を見き

わめていきたいと考えております。 

  以上で答弁を終わります。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） それでは、教育から入っ

ていきますけれども。 

  市長さんの政策の中にもありましたが、１学級

30人以下の少人数学級が大変理解をされているよ

うで、私も結構だと思うんですが、そういう中で、

「早い時期」という言葉が何回か、ごあいさつの

中にも政策の中にも出ておりましたが、その早い

時期というのは何を基準にした早い時期なのか。

任期４年間の中での早い時期なのか、それ以外な

のか、もう少し具体的に聞きたいです。 

○議長（人見菊一君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 議員もご承知のように、
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学級編制というのは制度にのっとって行われます。

したがいまして、編制する基準は県が示しており

ます。国が示していると言ってもよろしいわけで

すが。 

  今、中学校は35人学級が標準学級定員というこ

とで示されております。このときも市長は黒磯市

の市長として35人学級ということを早々と提案し

てこられました。実際に指導する、学習する生徒

数、学級の生徒数を35人の規模以下で指導すると。

今回は30人規模以下で指導していくという意味合

いになります。学級編制については制度上の規制

がありますので、実質的に30人規模以下できめ細

かな指導ができるということで、既に那須塩原市

内は今回103人の臨時教師を雇用することでほぼ

その目的が達成されている状況になります。詳し

く精査していきたいとは思いますが、そういう状

況にあって、この周辺の市町村では抜きん出た施

策であると、そういうふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） 答えは聞かれていること

に対して答えてくださいよ。私はそういうことを

言っているのではなくて、市長さんが選挙の中で

公約の中でも言っていたし、基本方針の中でも言

われていたように30人学級を理解したんだと、早

い時期にやるんだと言っているので、その早い時

期というのはいつごろを言っているんですかと、

任期中の４年間の中で言っているんですか、その

基準はどこにあるんですかと聞いている。教育長

の言っているのは制度のことを言っているので、

私は制度を聞いているのではないです。基準のこ

とを聞いているんです。 

○議長（人見菊一君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 議員と私の見解が分かれ

たようなんですけれども…… 

〔「市長に」と言う人あり〕 

○教育長（渡辺民彦君） 失礼しました。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 基準ということでございま

すけれども、制度上の問題といたしまして、先ほ

ど教育長が答弁したように、文部省の規定に基づ

きまして県が職員を採用して学級を編制するとい

うことでございますので、基本的なものとしては、

学級編制の30人学級というのは困難だというふう

に私も思っております。 

  しかし、そういうものにつきましては今後市長

会等を通じまして要望を重ねていきたいというふ

うに思いますけれども、私は教育の現場の中で30

人学級にしていきたいということで、２年前の市

長選に出るときもそういう中で市民に公約として

申し上げてきました。そして、当選した時点で、

予算の関係もございますので35人学級ということ

で進めてまいりまして、県内では多分一番早かっ

たのかなというふうに思っております。これは授

業を受ける学級編制の中でという考え方でござい

ます。 

  いずれにいたしましても、国の基準に従わない

で進めるということはできないものですから、学

級編制はなかなかできないと。しかし、要望とし

ては市長会を通じまして国のほうへ要望していき

たいという考えは持っております。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） そうすると、私が聞いた

のは、そういう気持ちがあったということですね。

気持ちを述べたんだと、こういうふうに理解して

よろしいのかな。そこのところだけ確認したい。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 実施する時期については、

いつになるかわからないということでご理解いた
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だきたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） それはそれでよろしゅう

ございますが、そうしますと、教育長にちょっと

お伺いいたします。 

  職員の採用に当たって、私は担当者からメモを

いただいたらば、教職員が651人いると、その中

で臨時職員が41人いると。こういう採用をしてい

るわけですけれども、先生の資格を持った人は世

の中にたくさんいるわけです。今どきですから、

大学を出てくれば、専門学校を出てくれば、教育

学部を出なくても例えば音楽の教師の免許とか理

科の免許とか、いろいろ持っているわけですけれ

ども、そうすると、こういう先生方を採用すると

きの基準についてはどのようにお考えなんですか。 

○議長（人見菊一君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 教員の免許状を所有して

いるかどうかということが第１点です。それから、

市で雇用しますね。その場合には個人の面接を行

って、その適性があるかどうかを確認して雇用す

るということです。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） そうすると、大体この人

は臨時職員として採用してもいいと、大体いいだ

ろうと。確実にいいとは言い切れないんですね。 

○議長（人見菊一君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 今まで雇用してきまして、

ほぼその目的を達しておりますが、中に適性を幾

分欠くかなと思われる方もおりました。そういう

方については、途中で交代したこともございます。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） 一般の教職員は公開で募

集して、一つの基準の中でテストをして、その中

から選ばれてくるということですね。それでも、

こういう時代だからなかなかいろいろな問題が出

てくるというのが現状であるのですが、大体いい

だろうというのは、私の今までの社会経験の中で

は、いい人は確かにいいかもしれませんけれども、

悪いのとの差がこういうふうに開いているわけで

すね。 

  こういうのが大体いいだろうと、これは市町村

の職員の採用にしても、昔はそういう採用をして

いるとその差がどんどん開いてきたということで、

人様の大事な子供さんを預かって教育するのに大

体いいだろうという採用の仕方はおかしいと思う

んですが、いかがですか。 

○議長（人見菊一君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 私、大体いいということ

を言った覚えはございませんよ。これは雇用した

中でほぼその目的を達していると、そういうふう

に申し上げたので、誤解されないように。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） 「ほぼ」だって「大体」

だって同じようなものですよ。 

  ですから、できるならば、私は希望として、こ

の問題はやはり市が採用して、ヨーロッパでは現

にもうやっているんですね、30人学級でもって

国・県から来た教師のほかに町が採用して対応し

ていると。そのぐらい責任感の重い、教育という

のは人づくりの職場商売ですから、大体とかほぼ

とか、そんな程度で採用されては、我が子を預け

た親にとっては大変迷惑だと私は思うので、そこ

らの意識改革は今後もやっていただきたいと。 

  そして、市長さんにも申し上げますが、きちっ

とした一流の先生を、だれが見ても一通りのこと

はやってきたんだと、ほぼいいんじゃないですね。

そういう教師の中で教育をしていただきたいとい

うようにお願いをいたします。 
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  次に、同じく関連で申し上げますが、今、放課

後の学童クラブで子供さんを見ていますね。そう

すると、今３つが一緒に集まって合併して一つの

市になったわけですが、なかなか運用面でいろい

ろ変わっているところが担当の職員からご説明は

いただいておりますが、こういう中で、今どうし

ても親の通勤などで６時までに行けないと、あと

30分時間が欲しいというようなときに、子供さん

を帰してもらっても結構なんですが、今は昔と違

っていろいろな事件が起きてくるわけですから、

やはり親が迎えに行きたいということで、運用の

面で４月からあと30分延ばしてやっていただけな

いか、この辺のところをひとつお伺いします。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） お答えいたします。 

  この件については何回か質疑の中でお答えして

おりますけれども、開設の方法が旧黒磯市と西那

須野町、塩原町と運営主体等も違っております。

それをまず17年の中で予算でお願いしている部分

についても不均一で、現行どおりの予算を計上し

ておりますし、なるべく一本化した方式に17年度

の中でより弾力的に調整を図っていこうというス

タンスでございますので、その点も含めて今後の

中で早いうちに、そういうことでお困りの方の気

持ちはわかりますので、なるべく早い時期での結

論を見出していきたいと、このように考えており

ます。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） 役所の都合でできないと

いうのでなくて、今困っているからお願いにいっ

ているわけですから、だったら運用の中であと30

分引き延ばして、その中で皆さんがどのように考

えるか、何とか班長というのかな、そういう方ま

でできている組織の中だから、とりあえず運用の

中で30分ぐらい延ばしてやって、延ばす気がない

のなら、６時以外にやらないというのだったらま

た話は別ですけれども、そういうことも含めてお

考えをいただけるならば、あと30分ぐらい延ばし

ていただけないか。できれば１時間で結構なんで

すが、それはいかがでしょう。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） 開設日と時間の関

係ですけれども、平日の時間は６時がリミットと

いうことで、これは旧３市町とも同じでございま

す。土曜とか長期休業時の開始の時間が若干１時

間ほどのずれはございますけれども、そういった

切実な時間延長を求める保護者の方がいるという

ことは十分に、山本議員からの質問の中で我々も

認識して、現状の中ではやはりそのとおり実施す

るというわけには答えられませんので、今後の中

で十分に研究していきたいと考えております。 

○議長（人見菊一君） 山本議員に申し上げます。 

  厳密に申し上げますと、通告にない学童保育関

係については、通告に基づいてやっていただきた

いというのが一般質問のことでございますので、

その点ご理解をいただきたいと思います。 

  50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） 議長さんね、教育環境整

備ということになると、そういうところまで入っ

てくるんです。関連でお伺いしているんですが、

関連はだめなんですか。 

○議長（人見菊一君） 通告に基づいてお願いをし

ます。 

○５０番（山本幸治君） 教育環境整備で通告して

ありますから、その中に入っているんですが、私

は入っていると思ってお伺いしています。 

  いずれにいたしましても、そういうわけですか

ら、とにかく１時間、30分を含めて４月からスタ

ートさせて、そちらのほうの整備は整備でしてい

ただくと、そういうことぐらいは運用の中ででき
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ると思うんですが、いかがですか。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） 現状で実施につい

ての確約は私の口からはできませんので、十分に

研究させていただきたいと、このように思います。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） 教育問題ばかりやってい

ると次に進まなくなるので、それでは観光行政に

ついて、商工・観光の関係で。 

  いわゆる観光地の活性化、先ほどいろいろ質問

もありましたけれども、手を出すことばかりでな

くて、自分から自分の経営する観光地をどうして

活性化できるか、こちらのほうが大事だと思うん

です。手を出してもらうことばかりやるのでなく

て。それには、やはり業者間の意識改革を行政側

からある程度なさって、お金だけ払ってにこにこ

して、それでやってみたらさっぱりお客さんが来

なかったと。これでは活性化にならないので、例

えば、四季折々のメニューをつくって、そして一

度来たお客さんにそのメニューを送って、あそこ

のはおいしかったからまた行こうというような経

営をされることが、私は一番大事だと思うんです

が、そこら辺のところは。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） お答えします。 

  今の件につきましては、先日の質疑の中で私の

ほうでも若干申し上げたと思いますが、お説の観

光地につきましては、泊まって明日の朝帰るとき

に、もう一度ここに来たいというイメージを与え

るものが一番大事だと考えております。 

  ですから、そのような方針で今後は観光を進め

ていきたいと思います。ただ、今まで観光ホテ

ル・旅館等が支援を受けるだけで云々というのは、

これはないと思います。それなりに努力した結果

が現状だと考えておりますので、どうぞよろしく

お願いします。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） この予算書を見てもおわ

かりだと思うんですが、塩原の観光関係は１億

6,500万なんです。西那須野は98万です。黒磯が

1,400万の補助で施設管理、事業費として出てい

るわけですよね。こういうことで、１億6,000万

も片側は出している、片側は100万ぐらいしか出

ていない。どうしてこういうふうに違っていくの

か、もう少しここのところを説明してください。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 予算の違いから申

しますと、塩原が云々、西那須野が黒磯がという

ことではなくて、それなりの事業費として必要な

ところにはそれだけの予算を組んで実施をしてい

るということで、塩原が云々、黒磯が西那須野が

という考えではございませんで、それなりの事業

をやっている、事業を進めているということに対

してはそれなりの予算を組んでいるということで

ございます。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） そうでなくて、もう少し

一歩踏み込んでお伺いしますけれども、塩原の観

光課の事業はどういうことをやっているのか。黒

磯はどういうのをやっている、西那須野はどうい

うのをやっているか。そこがどういうふうに違っ

て予算が違うのか、もう少し。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 細かい事業内容に

ついては、今手元に資料がなくてご説明できない

んですけれども、それなりに事業そのものは量的

にも相当違います。 

  例えば、今年の17年度予算で言いますと、塩原

につきましては地域再生整備事業という大きな金

額が入っているものですから、それなりに予算と
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しては相当組んでいると。ただ板室温泉等につい

ては、16年度で事業が終わっているものがあるも

のですから、17年度はそれなりに予算は少なくな

っているということでございます。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） 時間がなくなるから次を

やりますけれども。それでは観光協会は西那須野

と黒磯と３つありますよね。商工会もありますけ

れども、まとめてお伺いしてみます。 

  ということは、個々の体質が違うからそれなり

の経営体制をとっていくんだと思いますけれども、

１つの市になったんですから、合併して１つにし

て、もう少し均等というか、推進していくという

ことはできないのか。その辺のところをちょっと。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） それは先ほど市長

の答弁にありましたように、あくまでも任意の団

体でございますので、行政側から一方的に合併し

ろとか統合しろということはできません。 

  ですから、行政としての考えとしては、合併し

た上では観光協会、商工会は一本になるのが一番

望ましいとは考えておりますが、それぞれの団体

がそれなりのことを統合に向けてやってもらわな

いと、行政から指導するものとは考えておりませ

ん。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） 個々の組織だから、行政

側から一つにできないよというのはわかるけれど、

やがておいおいそういうふうにつくっていかない

とならないかなと思います。 

  それはそれといたしまして、次に下から上がっ

ていきますけれども、子育て環境の中で幼保一元

化について、県初め市町村においても余り積極的

でないと。その姿勢が見られないが、もう一歩踏

み込んで那須塩原市はこのような考えがあるとい

うならひとつお願いしたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） 先ほどもお答え申

し上げましたが、幼保一元化構想そのものが以前

からございますけれども、具体的なこういう形で

という国からの情報はまだ入ってきておりません。 

  ただ、マスコミその他で私どもがある程度把握

している情報を申し上げますと、幼保一元化され

た施設をどのような位置づけにするかということ

で、名称としては総合施設というようなことで考

えているようでございます。これは厚生労働と文

部科学両省の合同検討会議という中で検討されて

いる情報でございまして、総合施設は平成18年度

に全国30か所でモデル事業を開始して、平成18年

度で本格実施するというような構想でいるそうで

ございます。 

  利用形態の問題ですけれども、３歳から５歳児

については幼稚園同様４時間、保育所同様６時間

の両利用時間を想定して、幼稚園に準じた幼児教

育を行うというような構想でございます。  

  また、ゼロ歳から２歳児は保育所と同様に８時

間利用する子供に加えて、幼稚園的利用と保育所

的な利用を組み合わせた利用ができるようにした

いというような構想でございます。 

  現時点で私どもが把握しているのは以上でござ

います。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） ４番の高齢者・障害者に

変わりますが、ここではいわゆる高齢者を倒して

しまってからでは起こすのになかなか金もかかる

し、なかなかもとに戻ってこない。こういうとき

に、元気づくりを推進するという観点から、介護

予防や健康づくりが大変重要だと私は思います。

これらについてお考えをお伺いします。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 
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○市民福祉部長（田辺 茂君） ただいまご提案の

ありました大事な介護予防あるいは体の筋力のト

レーニングとか、こういったものは昨日の早乙女

議員に対する介護保険事業の改正点の中で新たな

システムとして組み込まれてはおりますけれども、

寝たきり防止といった面での介護予防、健康づく

り、あるいは生きがい対策としての施策の充実が

とても重要だというふうに考えております。 

  ということで、現在実施しておりますけれども、

寝たきりなどの要介護状態にならないための施策

として生きがいサロン、あるいは元気アップデ

イ・サービス等、これらについても老人クラブに

よる健康づくりに合わせて今後とも推進していき

たいと、こんなふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） 合併するといろいろなも

のが集まってくるわけですが、西那須野など人口

のふえてくる町はどんどん若い町で高齢者が少な

い。やはり過疎化の地域はどんどん高齢者がふえ

てくるということで、地域によって差が、同じ市

内でも大きくなった那須塩原市の中でいろいろ様

子が変わったと思いますが、いずれにいたしまし

ても、そういうことで、過疎地対策については十

分今後行政側からもお力をお願いしたいと。 

  もう１点だけ、男女共同参画について教育長に

ご質問いたしますが、小中学校における男女平等

等の教育を通して人間としてのあり方、生き方に

対する教育は取り組んでありますか。あるとした

らどのような取り組みをしているか、ちょっとお

伺いをします。 

○議長（人見菊一君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 学校教育の中では、男女

の区別をしないで教育をしているということで、

いろいろ細かな点に配慮して教育が行われている

と。例えば、出席簿等についても男女別にしない

で混成で名簿がつくられているとか、今の段階で

はほぼ男女の立場が十分尊重された教育が行われ

ていると、そういうふうに私は見ております。 

○議長（人見菊一君） 50番、山本幸治君。 

○５０番（山本幸治君） 男女共学というのは、高

齢者にだけ男女共同参画なんて力を入れて質問す

る人もいるけれど、やはり下から教育して積み上

げていかないと、ここへ来て農業委員会に女性を

なんて力を入れてやられるようですけれども、女

性が入ったらさっぱり役に立たなかったというよ

うなことになっても困るわけですから。そういう

ことはないと思いますよ。そういうことはないと

思いますけれども、そういうことがあるようでは

大変だなと、このようにも考えておりますし、や

はり教育の基本は学校だから。 

  もちろん学校でいいことがあった、悪いことが

あったとかいうことはまたいずれにしましても、

社会が悪いとか学校が悪いとかというけれど、そ

の基本は家庭なんですね。家庭が集まって一つの

学校になり、社会になってくるわけですから、家

庭がまずしっかりしていないと大変。 

  私も要望があれば、子供をもっと遅くまで見て

やれなんていうことを申し上げますけれども、そ

れは本当じゃない、本当はやはり家庭なんだと。

それができないから行政側でお手伝いするという

のが今の社会の情勢であると。本当の基本はやは

り家庭だと、私はいつもそう思っているところで

す。 

  本日はどうもありがとうございました。 

○議長（人見菊一君） 以上で、50番、山本幸治君

の市政一般質問は終了いたしました。 

  ここで昼食のため休憩いたします。 

  午後１時再開いたします。 
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休憩 午後 零時０６分 

 

再開 午後 零時５９分 

 

○議長（人見菊一君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 塩 澤 昭 男 君 

○議長（人見菊一君） 48番、塩澤昭男君。 

〔４８番 塩澤昭男君登壇〕 

○４８番（塩澤昭男君） 議席48番、塩澤でござい

ます。さきに議長あてに提出をしてあります一般

質問通告書に従いまして、順次進めてまいります。

よろしくお願いをいたします。 

  まず最初に、栗川市長の当選、ご就任に対しま

して心より祝意を表します。 

  ３市町合併の経緯を見ますと、その途上には賛

否の意見あり、７か市町村合併を是とする意見あ

り、言うなれば人の数だけ意見があり、多難をき

わめました。この合併の成就には３首長の強い意

思が大きかったと思います。当事者の一人としま

して市長の責任は重く大きい。新市の建設計画推

進には強いリーダーシップ、力量が問われます。

住民の意識は必ずしも同一方向にはほど遠く、

種々の考え方や不平不満、渾然一体の中にありま

すが、合併はお互いのよいところを認め合うこと

から始めたいものであります。 

  いみじくも、選挙前、市長職務執行者の言葉が

あります。旧３市町がいつまでも存在するような

考えではなく、大きな新市をどうすべきか意識の

改革をしなければ合併の意味がないと。このこと

は市長のみならず議会ともに率先垂範すべきと考

えます。 

  それを念頭に、次の各項についてお伺いをして

まいりますが、これらは市長選挙の公報を参考に

させていただいております。 

  質問の１、新市初年度の当初予算について。 

  今議会に提案されている今年度の当初事業予算

は、新市発足の当初事業予算であります。合併に

よる新市の建設計画は10年間という期限がありま

す。通常、事業予算編成には首長の意が組み込ま

れますが、今回は既に計画され、編成されていた

ものと推測いたしますが、市長はどのようにお考

えを持ち、また今後の方向についてのお考えをお

伺いするものであります。 

  質問の２、旧３市町の継続事業に対する市長の

考え方についてであります。 

  合併をしたら事業が遅滞したでは、合併の利益

になりません。黒磯・塩原の状況についてはわか

りませんので、西那須野についてお伺いをいたし

ます。 

  イとして、中心市街地活性化事業について、ロ

として、農業集落排水事業、上下水道事業につい

て、ハ、中央コミュニティ拠点づくり事業につい

て、ニ、総合雨水排水事業について、ホ、整備途

上の道路、公共施設等の整備事業及びバリアフリ

ー整備等について、各項についてお伺いするもの

であります。 

  質問の３、地域格差をつくってはならない。 

  合併により新市の区域が広大になりましたが、

遠隔地の住民は地域格差が生じるおそれがあると

不安感を持っております。市長は、公平・公正に

行政運営がなされるように配慮が不可欠でありま

す。新市内全域の均衡発展を推進する市長のお考

えについてお伺いいたします。 

  質問の４、教育についてであります。 

  市長は、教育問題を重点施策の柱の一つに掲げ

ております。そこで、イとしまして、学校教育に
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おける教える・育てるということについて、保育

園におけるしつけと育てるということについて、

ロとして、学校の安全対策について、括弧内は惨

劇から児童生徒を守ることについてであります。

ハとしまして、平成17年は教科書の選定があると

考えますが、中学校歴史教科書選定に対する市長

の考えについてお伺いいたします。ニとしまして、

学力低下が問題になっておりますが、市独自の学

力到達度調査についてのお考えをお伺いいたしま

す。 

  質問の５、酪農、水稲を軸とした首都圏農業の

確立について。 

  市長は、選挙において質問の表題について述べ

ておりました。そこで、イとしまして、全国１、

２位といわれている酪農の実態と今後の指導、振

興対策について、ロとして、現在40％前後の減反

政策を強いられている水稲栽培ですが、首都圏農

業確立に対する構想、施策についてお伺いをいた

します。 

  質問の６、塩原が合併したことにより、本県４

大観光地の一角が新市の観光事業に加わりました。

観光立市づくりが重点施策の柱の一つに位置づけ

られております。今、観光地は厳しい状況にあり

ますが、これに対する振興対策についてお伺いを

いたします。 

  質問の７、少子化対策と子育て支援対策につい

て。 

  エンゼルプランでも少子化に歯どめがかからな

い。今年度の特殊出生率1.29人との報道がありま

した。このたびは次世代育成法が施行され、各市

町村行動計画を作成しております。企業が参画す

ることでどの程度の効果が期待できるのか、先行

きの展望が見えておりません。未知のものであり

ますが、この対策について市長にお伺いをいたし

ます。 

  イとしまして、市長の少子化対策のお考えにつ

いて、ロとして、市長の子育て支援に対するお考

えについて、ハとして、人、特に若い人を呼び込

める施策についてであります。 

  質問の８、中小企業育成についてであります。 

  中小企業は年々厳しい状況を余儀なくしており

ますが、市の中核に中小企業があります。中小企

業の育成、活性化は雇用刺激にもつながり、市の

活性化につながります。このことは言われて久し

い問題でありますが、市長の中小企業育成に対す

る構想、お考えをお伺いいたします。 

  質問の９、公共事業の発注と入札の透明化につ

いてであります。 

  選挙の後では支持関係、功労の褒賞などで利害

得失が話題になったり、疑心暗鬼を生むものであ

ります。今後10年間にわたり新市建設の事業発注

がされます。 

  そこで、イ、市長は公共事業の発注には企業は

平等、公平・公正に対処すべきと考えますが、そ

のことについて。ロとして、入札は本来競争入札

であるべきと考えますが、このことについて。ハ

としまして、企業の指名入札については常に透明

に行われなければならないと考えますが、このこ

とについてお伺いをいたします。 

  質問の10、市職員の意識調査についてでありま

す。 

  最近耳にしたことですが、市職員のカウンセリ

ングが行われているということであります。市職

員といえども種々の悩み、心労があることは想像

にかたくありません。それが住民サービスの対人

関係なのか、職場での人間関係なのか、配置され

た部署に対応できない、あるいは就職の場を間違

えたのか、それはわかりませんが、種々の事情が

あると思われます。調査により、合併特例として

希望があればかなえてやれないものか。各種肩た
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たきではなく特別勇退を認め、第二の人生、第二

の職場を選んでもらう勇退制度は考えられないか。

職員に優しい削減を図れると考えますが、このこ

とについてお伺いをいたします。 

  質問の11、庁舎建設についてであります。 

  塩原支所につきましては、建設基金を持ってい

ることから即着工完成を望むものであります。本

庁庁舎建設は那須塩原駅周辺と定め、10年以内と

しておりますが、私は早期に完成、総合支所方式

を整えるべきと考えます。 

  今、遠隔地の住民は遠距離感を持ち、不平を言

います。本庁が支所に同居していることに違和感

もあるようでございます。市職員管理も本庁職員、

支所職員の隔たりがあると思われます。これは過

渡期の悩みであります。しかし、住民に、職員に

不平、違和感、隔たりがあるということは不幸と

言わねばなりません。 

  ３市町の中心地に本庁が建設されれば、住民は

納得がゆくと考えます。職員の隔たり感も解消さ

れ、住民、職員ともに意識の改革、人心の一新、

一体感の醸成がされるでしょう。新市の建設計画

にある諸事業を推進することも大切、経費の節減

を考えるのも大切でありますが、住民の一体感を

つくるということが合併新市のもとと考えます。

早期に本庁庁舎を建設、３市町対等の拠点を現実

のものにすべきと考え、市長の勇気と英断を望む

ものであります。温厚誠実な人柄に加え、勇気と

決断の人になっていただきたいと願うものであり

ます。このことについて、お伺いをいたします。 

○議長（人見菊一君） 48番、塩澤昭男君の市政一

般質問に対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 48番、塩澤昭男議員の市政

一般質問にお答えいたします。 

  まず、17年度当初予算の受けとめ方、考え方に

関するご質問でありますが、今議会にご提案を申

し上げています那須塩原市の平成17年度当初予算

は、通年編成の予算としては初めての予算となり

ますので、新市建設計画や合併協定書を指針とし

まして、まず各種合併協定事項を誠実に履行する

こと、２番目に、新市としての基礎を固めるため

の計画策定に関する予算を計上すること、そして

継続事業の早急な完了という３つの考え方を基本

に、地域のバランスを考慮しながら編成をしたと

ころであります。 

  ３市町のこれまでの事務事業の継承や新市とし

て一層の飛躍をするための種まき、勇気の予算と

しては、おおむねこのような形になるのではない

かと思っているところでございます。 

  また、この当初予算に私の意見が反映されたの

かということについてでありますが、市長就任か

らきょうまで十分な時間があったとは言い切れな

い状況でありますので、総じて意をくんでまとめ

たというわけではございません。したがいまして、

17年度当初予算に関する提案説明の中で申し上げ

ましたとおり、必要に応じ、今後補正等の中で私

の考えを織り込んでまいりたいと考えております。 

  次に、地域格差をつくってはならないというこ

とについてでありますが、合併に際しましての住

民の主な不安の一つが、議員ご指摘の事項である

ことは私も十分理解をしております。このような

不安をなくすためにも那須塩原市は総合支所方式

をとり、旧３市町単位で支所を設置し、従来どお

りの行政サービスの提供を基本とした組織機構で

発足をしているところであります。 

  また、新市内全域の均衡、発展を目指すことは

私の市政運営の前提でありますので、３市町の合

意で作成された新市建設計画を基本として、新た

に新市の視点を加え、公平・公正な市政運営を行
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っていく所存であります。 

  次に、庁舎建設に関するご質問でありますが、

まず那須塩原支所につきましては、ご承知のよう

に17年度予算の事業費等の計上をさせていただい

たところであります。次に、新市の本庁の建設に

ついてでありますが、この件につきましては昨日

もご質問がありお答えをいたしましたが、私は他

の事業に優先して建設を考えるという環境にはな

いと思っております。 

  確かに、人心一新、一体感の醸成には寄与する

部分もあると思いますが、現在私どもが置かれて

いる社会経済環境を考えますと、まず市民生活に

直結する事業を優先し、今後10年間は慎重に対応

していくような考え方で、市民のご理解はいただ

けるものと思っているところであります。なお、

一体感の醸成に関しましては、これまでに申し上

げてきましたとおりできる限りの努力をしてまい

りたいと考えております。 

  その他につきましては、教育長、総務部長、建

設部長、産業観光部長、市民福祉部長に答弁をい

たさせます。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 建設部長。 

○建設部長（君島富夫君） ２番目のご質問の、旧

３市町の継続事業に対する考え方につきましてご

答弁させていただきます。 

  ご質問の事業につきましては、いずれも新市建

設計画に位置づけされておりまして、那須塩原市

においても当然継続して実施してまいる考えでお

ります。 

  まず、中心市街地活性化事業及び中央コミュニ

ティ建設事業につきましては、中心市街地活性化

基本計画に基づきまして平成17年度から中央通り

整備や中央コミュニティ地区の交流の拠点となる

体験学習施設を太夫塚公園内に建設してまいりま

す。 

  次に、農業集落排水事業につきましては、整備

地区の事業採択に向け、今後関係機関と協議を進

めてまいります。 

  また、水道事業につきましては、水道の安定供

給の基盤を整備すべく、千本松浄水場の改修や配

水管の整備を実施する考えでございます。 

  下水道事業につきましても、重点整備に位置づ

けられた上井口、石林地区及び一区町地区指定環

境保全公共下水道事業として整備し、また駅西口

周辺市街地の慢性的な溢水被害の解消を図るため、

百村川第一幹線、第二幹線を整備してまいります。 

  次に、雨水排水事業につきましては、西那須野

総合排水基本計画に基づきまして、公共下水道事

業とあわせて、百村川９号準幹線及び百村川12号

準幹線の整備を行ってまいります。また、継続し

て整備を進めるため、百村川10号準幹線及び勘定

原堀の国道４号横断開始につきましても設計委託

等を行う考えでおります。 

  整備途上の道路、公共施設等のバリアフリー整

備事業につきましても、高齢者や障害者など安心

して生活できる都市を実現するため、継続して取

り組んでまいる所存でございます。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 教育長。 

○教育長（渡辺民彦君） 教育についてお答えいた

します。 

  学校教育における教える・育てるということに

ついてのご質問でございますが、急激な社会変化

の中、さまざまな課題を乗り越えていくためには

切磋琢磨しながら新しい時代を切り開くという中

で、たくましい人間の育成を目指すことが大切で

あると思います。 

  そのために、学校教育の中の義務教育における

９年間は人格の基礎をつくる時期と考えておりま
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す。この時期に児童生徒が自分自身を見つめ、自

分の可能性に挑戦するなどして自分の能力と適性

について理解を深め、物の見方、行動等に責任を

持ちつつ思考を深めることができる人間を育てる

ことが大切であると考えております。 

  そこで、各学校では学校経営方針に基づき重点

項目を設定し、機能を発揮しつつ一人一人を大切

にして指導に取り組んでまいります。 

  次に、保育園におけるしつけと育てるというこ

とについてのご質問にお答えします。 

  保育園は、乳幼児が人間形成の基礎を培う極め

て重要な時期に、その生活基盤の大半を過ごすと

ころでございます。保育の基本は、家庭や地域と

連携を図り、保護者の協力のもとに家庭養育の補

完を行い、子供が健康、安全で情緒の安定した生

活ができる環境を用意し、健全な心身の発達を培

うことであります。優しい子、元気な子、友達と

仲よく遊べる子などを目標に保育を行っており、

基本的生活習慣を身につけることを第一に考えて

おります。 

  次に、学校の安全確保についてのご質問にお答

えいたします。 

  各学校の校内の安全対策としまして、校内巡回

を教職員が行うとともに、保護者や地域の方々の

ボランティアの協力を得て校内巡回をしていく学

校もあります。校内敷地内のフェンスや門扉等改

修、インターフォンの設置を逐次進めるとともに、

門扉や戸などを必要に応じて整備しております。 

  校外におきましては、少年指導センターによる

校外巡回指導、市の公用車とＰＴＡらも子供を守

る巡回車のステッカーを張りつけ協力体制をつく

り、犯罪の防止効果を期待しています。また、地

域の方々の子供を守る家110番、安心や理解と協

力を得て、児童生徒が不審者等に遭遇した場合な

ど避難できるような体制を整備しているところで

ございます。 

  児童生徒に対しては、昨年度から全児童生徒に

防犯ブザーを配付しております。さらに被害防止

に向け複数での登下校や人通りの少ない道路の通

行を避ける、さらに遅い時刻のひとり歩きを避け

るなどの指導を行っております。 

  次に、平成17年度の中学校歴史教科書検定に対

しての考えについてのご質問にお答えいたします。 

  平成17年度から那須塩原市として教科書採択が

できるようになります。教科書採択に当たっては

児童生徒の学習の成果を考え、実態に合った教科

書を採択できるように考えています。 

  次に、市独自の学力到達度調査実施の考えにつ

いてのご質問でございますが、学力の問題は不登

校や問題行動につながる重要な課題と考えており

ます。そこで、市独自で国語と算数の２教科のテ

スト問題を作成し、それを市内全小学校の４年生

で実施します。これはその児童のつまずきを分析

し、上級学年や中学校への接続に役立てる意味で

実施することになります。 

  次年度からは、小学校と中学校で主要教科につ

いて学力検査を実施する予定でございます。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） それでは答弁いた

します。 

  私のほうからは、５番の酪農、水稲を軸とした

首都圏農業の確立について、６番の観光事業につ

いて、８番の中小企業育成についての３点につい

てあわせて答弁いたします。 

  まず初めに、本市の酪農の実態についてお答え

をします。酪農家戸数は441戸であります。飼養

頭数は２万1,900頭となっております。平成15年

の生産農業取得統計によりますと、生乳算出額は

107億6,800万円で全国第４位となっております。

本州においても第１位となります。 
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  次に、今後の指導、振興対策でありますが、ハ

ード面においては畜産環境対策といたしまして、

畜産ふん尿や生ごみを原料として堆肥化する資源

リサイクル畜産環境施設の整備や、畜産農家の集

団が整備する家畜ふん尿処理施設に対する補助事

業を実施していきたいと考えております。さらに

は、経営基盤の安定を図るために飼料畑の造成、

整備を主体とした畜産基盤再編総合整備事業にも

取り組んでまいりたいと思います。 

  ソフト面につきましては、生産性の向上を図る

ため乳用牛の改良など優良な牛を普及するための

施策を実施するとともに、家畜伝染病予防の実施

及び補助などにより酪農経営の安定を図りたいと

考えております。 

  次に、首都圏農業確立に対する構想、施策につ

いてですが、本市農業は広大な那須野原の中心に

ありまして、平たんな地形であることや首都圏と

いう大消費地を近くに持つという有利な条件を背

景に、米と酪農を中心とした土地利用型農業を展

開しているところであります。 

  このような状況下において米の生産調整を実施

しているところでありますが、単に生産調整を達

成させることにとどまらず、麦・大豆・野菜等を

組み合わせた農業経営の複合化を進めることで足

腰の強い農業を目指し、大消費地を近くに持つと

いう有利な条件を最大限に活用するため、この施

策を実施していきたいと考えております。 

  また、地元の新鮮で安全な野菜の供給と生産量

の増大を目指した地産地消についても、平成17年

度から全市的に取り組むための検討を進めており

ます。産地間競争に勝ち抜くためには経営規模の

拡大は不可欠でありますが、そのための農地流動

化についてもさらなる推進を図りたいと考えてお

ります。 

  次に、６番の観光事業について答弁をいたしま

す。 

  観光事業の振興対策につきましては、新市にお

きましても観光産業を主要な産業と位置づけ、塩

原温泉・板室温泉を核とした国際観光都市那須塩

原を目指して観光の振興を図ってまいりたいと考

えております。この実現に向けた事業につきまし

ては、11番、田中議員にご答弁いたしましたので、

省略させていただきます。 

  次に、８番の中小企業の育成についてご答弁を

いたします。 

  国内の景気は全般的には回復基調と言われてお

りますが、市内の多くの中小企業者にとっては厳

しい状況から抜け出すには至ってないと認識をし

ているところでございます。 

  このような状況の中で、平成17年度当初予算で

は中小企業者育成のために市制度融資に44億円の

融資枠を確保し、資金の円滑化を図るとともに県

信用保証協会の保証料を全額補助しまして、負担

を少しでも軽減したいと考えております。 

  また、退職金共済加入促進補助や勤労者住宅融

資制度により雇用の促進と安定化を図り、中小企

業者を側面から支援していきたいと考えておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（人見菊一君） 総務部長。 

○総務部長（佐藤邦昭君） 私のほうから、公共事

業の発注と入札の透明化というご質問がございま

したので、お答えをさせていただきたいと思いま

す。 

  公共事業の発注と入札の透明化につきましては、

平成13年４月に施行されました、いわゆる入札契

約適正化法の趣旨に基づきまして、透明性の確保、

公正な競争の促進、適正な施行の確保、不正行為

の排除などを基本理念といたしまして、公共事業

に対する市民の信頼の確保とあわせまして、建設
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業の健全な発展に努めてまいったところでござい

ます。また、必要な公共事業を適正に実施してい

くことは、地域経済の活性化策としても有効なこ

とと考えているところでございます。 

  このため、事業への参加や指名入札につきまし

ては、厳正な運用が望まれるところでありますの

で、今後も引き続き競争入札を基本原則といたし

まして透明化に努め、適正に対処していきたいと

考えております。 

  続きまして、市職員の意識調査についてご質問

ございましたので、お答えをさせていただきたい

と思います。 

  その中で、退職者の勇退制度ということにつき

ましてお答えさせていただきます。現在、退職勧

奨に対する制度がございますけれども、さらに期

間を限定した中で早期退職特例制度、そういうも

のを導入する予定でございますので、ご理解をお

願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） 私からは、７項目

めの少子化対策と子育て支援対策についてお答え

いたします。   

  少子化対策及び子育て支援対策については、さ

きに若松議員にお答えをしておりますので、割愛

をさせていただきます。 

  ３点目の、人、特に若い人を呼び込める施策に

ついてですが、多種多様な保育ニーズに対応でき

る保育環境の充実を柱に考えております。核家族

化が進む中、育児不安解消のための子育て相談事

業の拡充を図るなど、子育て相談事業を進めてま

いります。また、深刻さを増している児童虐待に

ついては、児童虐待防止ネットワーク協議会を充

実し、実務担当者会議を開催、ケース検討会議を

適宜開催、関係各機関との連携を密にとり、保護

者への支援を行うとともに虐待の早期発見、発生

の防止を目指していきたいと考えております。 

  以上であります。 

○議長（人見菊一君） 48番、塩澤昭男君。 

○４８番（塩澤昭男君） 一番目の市長の姿勢につ

いてでありますが、大変慎重なスタートと、こう

ご理解申し上げるんですが、新市の建設計画10か

年計画の長期計画、これらの策定はこれからか、

できているのか、お伺いします。 

○議長（人見菊一君） 企画情報課長。 

○企画情報課長（高藤昭夫君） 新市の総合計画の

関係についてお答えをいたします。 

  昨日もご質問でご答弁申し上げましたが、17年

から具体的な作業に入りまして、総合計画、いわ

ゆる市の振興計画を策定していく予定であります。

一応、今のところ期間としましては10か年の長期

構想の中で、前期、後期それぞれ５か年ずつの基

本計画を策定していきたいと、このように考えて

いるところです。これからということになります。 

○議長（人見菊一君） 48番、塩澤昭男君。 

○４８番（塩澤昭男君） 市長の任期は４年でござ

いますから、これからの計画策定の中で10か年の

計画ができる。しかし、これは10分の４をやれば

いいんだと、そういう単純なものではないと思う

んですが、ご自分の今ある優先順位というものを

前倒ししてでも組み込んで、意欲的に積極的に取

り組んで推進してもらいたいなと、こんなふうに

考えておりますが、市長のこの点についてのお考

えを伺います。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 長期振興計画についてのご

質問でございますけれども、計画を立てる前から

これとこれという発言もできませんので、考え方

というものを十分に理解していただきます。 

○議長（人見菊一君） 48番、塩澤昭男君。 
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○４８番（塩澤昭男君） 実績評価ではもう１期と、

こんなような声が出ることも十分考えられますの

で頑張っていただきたいなと、これは激励ですか

ら。 

  時間がありませんので飛び飛びになりますが、

学校で教える・育てるという以前に普通家庭のし

つけが重要だと。今はなかなか夫婦共働き、祖父

母のいない家庭が多い。ここいらが不十分だとい

うようなご指摘もあります。 

  「三つ子の魂百まで」と言われる人間形成の上

で一番大切な時期を、幼児たちは保育園で生活を

するようになっております。保育園が学校以前の

大切な教えの場なのかなと、育てる場なのかなと、

こういう考えを持っておりますが、行政は保育園

をどのような視点でとらえ、どのような位置づけ

をやっていくかを伺います。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） お答え申し上げま

す。 

  まず、保育園は保育に欠ける児童の保育を行う

場所というふうに認識しておりまして、ゼロ歳児

からそれぞれの年齢に応じた保育計画というもの

を立てて実践しているところでございます。 

  一例を申しますと、基本としてはよく遊べる子

供、あるいは思いやりのある子供、創造性豊かな

子供、また自分で考え自分で行動できる子供の育

成というものを基本として、１歳児については、

遊びを楽しみ生活体験を豊かにして友達と一緒に

遊べるような子供の育成、あるいは２歳児につき

ましては、いろいろな遊びを通して友達との遊び

を広めていく子供の育成、あるいは３歳児になれ

ば思っていること、感じたことを自由に表現でき

るような子供の育成など、それぞれの発達年齢に

応じた保育をしていくというふうに認識しており

ます。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 48番、塩澤昭男君。 

○４８番（塩澤昭男君） 最近ですが、保育園にお

じいちゃんが配置された。私は以前からおばあち

ゃんの配置もすべきだと主張してきましたが、実

現はしておりませんが、おばあちゃんの配置をぜ

ひやっていただきたい。ここで要請をするわけで

すが、これが１点。 

  そして、おばあちゃん、おじいちゃん、人生の

経験豊富なお二人がそろって立派なしつけ、情操

教育のお手伝いをする。そして、立派なしつけ、

情操を身につけた子供を学校へ送り出す。こうい

うことが大変重要ではないかなと思いますが、こ

の２点についてをお願いいたします。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） お答え申し上げま

す。 

  おばあちゃん保育については以前にも塩澤議員

からご提案をいただきました。議員ご指摘のよう

に、いまだ実現には至っておりませんが、保育園

そのものは男性の少ない職場ということで、おじ

いちゃん保育助手の設置につきましては、そうい

った防犯上の見地からも大変有効であると。また、

おじいちゃんが保育助手を勤めることで、核家族

化の進展によってそういった家族関係の希薄な者

が保育園に来て子供の教育上好ましい環境ができ

るということで、非常に効果があったというふう

に認識しております。 

  おばあちゃん保育助手の設置につきましては、

やはり今後の課題ということにさせていただきた

いと考えております。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 48番、塩澤昭男君。 

○４８番（塩澤昭男君） 補助金があればやる。補

助金がないからできないという発想から出ている
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と思うんですが、ぜひ考えていただきたいと思い

ます。 

  教科書の問題でございますが、自虐史観教育、

偏向教育は早急に改めたいというのが最近の傾向

だと思いますし、私も同感であります。４年前は

扶桑社の出しました歴史教科書で国じゅうが騒然

となりましたが、今年は市単独で採択ができると

聞いておりますので、市長も教育長任せというよ

うな立場でなく、言うべきこと、希望するものは

率直に述べていただいて、よい教科書を採択され

るようにお願いしたいと思いますが、いかがです

か。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 教科書の採択の件について

でございますけれども、先ほど教育長から話があ

りましたように、市単独で今後は採択ができると

いう状況だということは、先ほどお話があったと

おりでございます。 

  という中では、いくら新市といえどもやはり選

定の委員会を設置して、その中でしていくものと

私は考えておりますので、そういう中での意見を

まとめて、黒磯に合った教科書を選定していただ

けるものというふうに思っております。 

〔「那須塩原ね」と言う人あり〕 

○市長（栗川 仁君） 大変失礼いたしました。那

須塩原市でございますので、訂正をいたします。

新市の中で行われるものというふうに思っており

ます。 

○議長（人見菊一君） 48番、塩澤昭男君。 

○４８番（塩澤昭男君） 私の口も足らなかったん

だと思いますが、当然委員会への市長の意思の伝

達、これをお願いしたいという意味でありました。 

  少子化対策についてですが、最近の報道を見ま

すと、国では厚労省が出産費の保険対象を検討し

ていると。県知事は公約もありまして、小学３年

生までの医療費の無料化の検討に入ったと、こん

な報道もされております。 

  国も社会も、子供を産んで育てるのに費用が大

変ということから種々支援対策を考えております。

今回の次世代育成行動計画の作成もその一環にあ

ると思いますが、私は、効果のほどは未定でござ

いますが、以前から第三子は行政が頼んでも産ん

でもらい、小学６年まで行政が責任を持って育て

るくらいの対策を打ち出せと主張しておりますが、

このことについてお伺いをしたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） お答えを申し上げ

ます。 

  先ほど発表になりました2003年の合計特殊出生

率、これは国が1.29、栃木県が1.38ということで

ございますね。那須塩原市は当然この数値を上回

っておりますけれども、この10年間に少子化社会

と言われる中にあって、特殊出生率が上昇してい

る市町村がございます。静岡県の長泉町は0.1ポ

イント上昇して1.7人、それから兵庫県の五色町

がやはり0.1ポイント上昇しまして1.82というふ

うに、少子化を脱却している市町村がございます。 

  この市町村に共通している施策の点というもの

を分析いたしますと、企業誘致をいたしまして若

年男女の就業の機会を確保している点と、各種保

育サービスの実施ということで、体制の整備をし

ていると。それからもう１点、在宅の母親にも育

児支援をしているということでございます。 

  那須塩原市は、就業機会あるいは雇用について

は近隣市町と比べてもそれほど劣っているとは考

えておりませんし、平成17年度の中で子育て支援

事業ということでコーディネート事業も実施して

まいります。こういう点で、現在までに実施して

いる事業あるいは今後計画する事業、総合的に判

断して、今後の少子化対策に臨んでいきたいと、
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このように考えております。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 48番、塩澤昭男君。 

○４８番（塩澤昭男君） 私は、他県他市のことを

聞いているのではありませんで、子供を産んで育

てるのなら那須塩原市だと、こんな評判が出れば、

若い人を呼び込むことにもなるのではないかなと、

こういう視点から申し述べているわけでございま

す。ぜひ、今までの支援対策をずっと積み重ね

て…… 

○議長（人見菊一君） 塩澤議員に申し上げます。

時間でございますので。 

  以上で、48番、塩澤昭男君の市政一般質問は終

了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 齋 藤 寿 一 君 

○議長（人見菊一君） 次に、34番、齋藤寿一君。 

〔３４番 齋藤寿一君登壇〕 

○３４番（齋藤寿一君） 34番、齋藤寿一でござい

ます。那須塩原市になりまして初めての市政一般

質問をいたしますが、今回は特例で質問時間が20

分ということで、限られた時間でありますので地

域的な質問をさせていただきます。 

  塩原温泉は、歴史・文化と風光明媚な温泉街で

あり、来年開湯1200年祭を迎え、毎分１万2,000�

の湧出をし、源泉数も174か所、ともに全国11位、

２位という位置を誇る温泉地でございます。 

  さて、昨今の観光行政はバブルの崩壊によって

ここ数年低迷を続けておりますが、新市那須塩原

市の観光事業者の努力により観光入り込み数も約

629万人で県内１位となり、入湯客数も約140万人

と、全国で12位を誇る温泉地となっております。 

  この数値を上げ、誘客するには今後どのような

方法で全国に発信していくのか、具体策を伺いた

いと思います。 

  次に、入湯税についてお伺いいたしますが、今

日まで観光ＰＲに関しましては、行政はもとより

旅館・ホテル等の経営者の方々も個々にパンフレ

ットやインターネット等により誘客に努めており

ますが、また旅館協同組合が観光協会との連携を

組み観光イベントやキャンペーンを実施し、誘客

あるいは訪れた観光客に楽しんでもらっているの

が現状でございます。 

  そこで、目的税であります入湯税の還元率をア

ップしてはどうか、お伺いさせていただきます。 

  これで１回目の質問を終わります。 

○議長（人見菊一君） 34番、齋藤寿一君の質問に

対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 34番、齋藤寿一議員の市政

一般質問にお答えいたします。 

  新市の観光を全国に発信する具体的な準備の質

問でございますが、これにつきましてもご答弁を

申し上げておりますように、観光産業を主要な産

業と位置づけ、塩原温泉・板室温泉を核とした国

際観光都市那須塩原を目指して観光の振興を図っ

てまいりたいと考えております。 

  なお、今回の合併によりまして、全国でも上位

に位置づけられる観光地となった那須塩原市を全

国に発信し知名度を高めるためには、塩原温泉と

板室温泉という恵まれた温泉やすばらしい自然環

境などの観光資源を有することに加え、それらを

満たした特色あるイベントなど、他の観光地とは

異なる個性を前面に出すことが重要ではないかと

考えております。 

  そのためにも、各観光協会や観光関連団体と十

分連携をとりながら、あらゆるメディアを活用し
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て国際観光都市那須塩原市を発信していくことが

観光振興に大きな効果が上がるものと考えており

ますので、それらを展開するために種々の施策を

観光協会等を通じて十分に行ってまいりたいとい

うふうに考えております。 

  そのほかにつきましては、総務部長より答弁を

いたします。 

○議長（人見菊一君） 総務部長。 

○総務部長（佐藤邦昭君） 私のほうから、入湯税

に関するご質問についてお答えさせていただきた

いと思います。 

  入湯税につきましては、ご案内のように温泉及

び鉱泉の入湯客に対しまして課税をする目的税で

ございまして、その使途につきましては環境衛生

施設の整備や消防活動に必要な施設の整備、それ

に観光振興などの経費に充てることとなっており

ます。 

  旧黒磯市、旧西那須野町、旧塩原町では、それ

ぞれこれまで入湯税を徴収しておりました。平成

15年度の決算では２億1,099万7,000円となってお

りますが、この入湯税の充当につきましては、旧

黒磯市では決算額3,222万6,000円に対しまして防

火水槽など消防施設の整備に184万7,000円、それ

と観光宣伝のほか観光施設の整備や維持管理など

観光振興にかかわる事業に3,037万9,000円を充て

ているところでございます。 

  また、西那須野町では、決算額542万2,000円の

すべてを消火栓の設置と修繕に充てております。

それと、塩原町では１億7,334万9,000円の決算額

でありましたが、公共下水道やクリーンセンター

など環境衛生施設の整備に8,000万円、観光誘客

対策や観光協会、観光振興公社への支援など観光

の振興に9,334万9,000円を充当したところでござ

います。 

  この入湯税を充当いたしました事業につきまし

て、事業費別に見ていきますと全体で７億9,319

万2,000円となっておりまして、入湯税から見ま

すと約3.7倍を超える事業を行っております。 

  新市那須塩原市におきましても、入湯税の使途

につきましてはこれまで同様の対応となるという

ふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（人見菊一君） 34番、齋藤寿一君。 

○３４番（齋藤寿一君） それでは、きょうも市政

運営方針にもありますように、国際観光都市那須

塩原にするには、先ほど新幹線あるいは福島空港

を核として実施したいという、田中議員に対して

の答弁がなされましたけれども、これはインバウ

ンドを見込んでの誘客が主なものと思われますが、

これに対しての具体策はどのように考えているの

かお聞きしたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 具体的な対策ということで

ございますけれども、先ほど申し上げております

ように、国際観光都市という観点に立つというこ

とでございまして、これから観光地としての那須

塩原市の観光ということで塩原温泉・板室温泉が

あるわけでございますけれども、当然、先ほど申

し上げましたように個性を持たせた観光地づくり

が最も重要であろうというふうに思っております。 

  私も、これまで観光関係の会合にも出たことが

ございますけれども、全国的に見ましても、一般

的には入り込み客数が落ちているというのが現状

でございますけれども、そういう中であってもや

はり温泉地の特性を生かしたという地域において

は、逆に入り込み客数をふやしているという状況

でございます。 

  今、塩原温泉が抱えている問題が何なのかを的

確に把握して、そういう中で今後の対応を考えな

ければならないのではないかというふうに考えて
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おります。そういう意味の中で当然、ＰＲの中で

はこの那須塩原の位置あるいは新幹線、福島空港

とのアクセスというものも十分考えた中で、今後

検討を重ねていきたいという考え方でございます。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 34番、齋藤寿一君。 

○３４番（齋藤寿一君） 私がお聞きしたかったの

は、国際観光都市那須塩原ということの市長の答

弁であったので、福島空港という名称が出てきま

したので、外国人の誘客を図るという意味で私は

質問をしたつもりでありますので、その辺のイン

バウンド的なものの考え方をお聞きしたいと、再

度お願いします。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 先ほどから申し上げており

ますように、塩原温泉の特殊性というものを十分

につくり上げなければならない。また、そういう

中では県も国際観光都市をうたっておりますし、

国も観光立国という中で施策を進めていると。当

然、那須塩原市においてもそれらを活用していく

というのは当たり前だというふうに私は思ってい

ます。当然、外国人を迎え入れるための福島空港

ということになってくるんだろうというふうに思

っております。そういう面でも、福島空港を活用

していくためのアクセスの道路等についても、今

後課題になってきているのかなというふうに思っ

ております。 

  以前から、旧黒磯市におきましても棚倉線等の

整備ということで県にお願いをしているわけでご

ざいますけれども、これらも一つのアクセス道路

という考え方の中で考えている部分で、これらは

拡幅改良等についてもこれまでも県に要望してお

るわけでございます。当然、今後においても道路

整備等についてもそういうアクセス道路を検討し

ていきたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 34番、齋藤寿一君。 

○３４番（齋藤寿一君） 外国人の来客ということ

でありますけれども、ただ、外国人の来客にわか

りやすく案内板を設置したりということは今回の

予算にものっているようでありますけれども、接

待するのは当然のことであります。そういうこと

も大切ですけれども、まず旅行者がこの那須塩原

市に来たくなるようなＰＲ、あるいはそういうも

のの発信をしていかなければならないと、私は思

うのであります。 

  例をとりますと、現在中国、台湾等東南アジア

圏の各国の皆さんが、とにかく旅行をしたいとい

う方々がたくさんいるわけであります。その数が、

何と中国だけを見ても１億2,000万人という、旅

行にお金を使いたいというような裕福な方々がい

らっしゃいまして、日本の国民、全土の数に当た

るぐらいの方がそういう旅行をするというような、

以前に日本にもバブルの景気のときにありました

ように、先ほど田中議員が数字的に示したように、

そういう方々がかなり多くいるということで、そ

れはやはり那須塩原市も今後国際観光都市を目指

すのであれば、福島空港を国際空港としてお客様

を呼んで、那須塩原あるいは板室温泉に宿泊をし

ていただき、日光を見物に行くのもいいでしょう、

そして、いろいろなアウトレットあたりの買い物

をするのもいいでしょう。そういうリンクをした

ＰＲパンフレットも、やはり海外に向けて発信す

るべきではないかと思いますけれども、その辺に

ついてはどのようなお考えをお持ちか、お聞きし

たいと思います。 

○議長（人見菊一君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（田代 仁君） 答弁いたします。 

  実際言っているとおりでございまして、それは

十分に必要だと考えております。私も午前中の質
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問にお答えした中で、要するに外国人を迎えるた

めにはいろいろ難しい問題があります。ハード面、

ソフト面。とりあえずソフト面で観光パンフレッ

ト作成、あるいは午前中申し上げました外国語の

マスターとか、いろいろ事業はあると思いますが、

それぐらいは十分に今後検討していきたいと思い

ます。 

○議長（人見菊一君） ここで10分間休憩いたしま

す。 

 

休憩 午後 ２時０２分 

 

再開 午後 ２時１４分 

 

○議長（人見菊一君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  34番、齋藤寿一君。 

○３４番（齋藤寿一君） それでは、質問を変えま

して、観光行政についてもう１点質問させていた

だきますけれども。 

  観光旅行者に関しましては、個人旅行者あるい

は団体旅行者、そしてまた会議を主とした全国会

議を目的とした宿泊者がいますけれども、今まで

の歴史の中でほとんど塩原・板室温泉には誘客が

できなかったわけであります。その原因につきま

しては、会議を開くコンベンションホール等がな

かったということで、こういう大きな団体を受け

入れる体制ができていなかったということであり

ますけれども、市長も公約で掲げましたこのコン

ベンションホールの建設ということがありました

けれども、その規模と時期がもしおわかりであれ

ば、お知らせを願いたいと思います。 

○議長（人見菊一君） 答弁を求めます。  

  市長。 

○市長（栗川 仁君） 今、お話で会議等のできる

施設がないということで、コンベンションホール

の設置ということで、私、公約に掲げたと言われ

ましたが、掲げた覚えがないと思っていますけれ

ども、いずれにいたしましても、塩原地域にはそ

ういうものがないということも十分理解はしてお

ります。 

  そういう意味で、私自身から言えばそういうも

のがあってもというふうには思いますけれども、

今すぐ云々ということにはならないだろうと。や

はり、観光観光と話は進んでおりますけれども、

平場の観光も観光なんですよね。そういう意味か

ら言いまして、温泉だけが観光という考え方では

ないということで、私の考え方の中では、平場の

観光とルートをつけながら、地域全体の観光とい

うものにも発展させていくと。特にそういうもの

がこの地域を発展させていく。 

  話の中では、各種産業においても観光の一つと

して取り上げていくべきものもあるはずでござい

ますし、一昨日ですか昨日ですかテレビで見まし

たが、中国地方の市で工場を開放してそれを観光

地として見せているという報道もされております。 

  いずれにいたしましても、観光産業というもの

は幅の広いものになってきつつある。そういう中

で塩原温泉も観光の一つとして成り立たせていき

たいと。しかも、国際的な温泉地としても売り出

していきたいというのが私の考えでございます。 

○議長（人見菊一君） 34番、齋藤寿一君。 

○３４番（齋藤寿一君） そういう意味で、市長は

答弁をいたしましたけれども、やはり観光誘客に

対しましてはこういう施設等もぜひ必要でござい

ますので、どうかお心にとめておいていただけれ

ばということで、次の入湯税についての質問に変

えさせていただきます。 

  先ほど、るる総務部長のほうからご説明があり

まして、数字的にはよくわかっておりますけれど
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も、この入湯税の考え方についてお聞きしたいと

思います。 

  この入湯税は、ほかの税収とは違い、那須塩原

市民からの徴収税ではございませんので、市外あ

るいは県外から訪れた観光客から目的税としてい

ただいている税収でございますので、できれば、

先ほどもおっしゃっているように基本的に観光協

会等に還元を、実際しておりますけれども、そう

いう還元をし、イベントあるいはホスピタリティ

ー事業等に使用している、そういうものが本来の

目的と思います。考え方についてはお聞きするの

をやめますけれども。 

  先ほど国際観光都市の答弁の中にも、ソフト面

に対しましては外国のお客様の誘客対策事業費な

どを主に実施したとのことでございますけれども、

既に塩原温泉観光協会ではホスピタリティー事業

として組み込み、誘客対策事業を実際もう実施し

ておりました。 

  しかしながら、16年度予算の中では特別対策事

業補助金、これは先ほど言われている旧のホスピ

タリティー事業のことでありますけれども、これ

ら400万円、誘客対策事業補助金として600万円、

合計1,000万円の計上ということで、16年度は観

光協会のほうで実施しておりましたけれども、17

年度の予算組みに関しましては400万円と減額に

なっております。これは、先ほど田中議員が質問

していましたけれども、これは、私は今後補正で

対応してくれるのかなということで信じておりま

すので、ご答弁は結構でございます。 

  冒頭に申しましたように、那須塩原市の観光入

り込み客数も約629万人、入湯宿泊客数も約140万

人と、多くの人が訪れております。これは、市の

日本一のもみじ谷大吊橋を初め13基のつり橋、あ

るいはもの語り館を初め多くの観光施設があるこ

とはもちろん、滝を代表する景観のすばらしさも

ありますが、観光協会あるいは旅館協同組合のイ

ベントの実施等により努力をした結果でございま

す。 

  その予算に関しましても、組合等の協賛金など

を集めて実施しているものもございます。ですか

ら、この観光行政に関しましては農業関係とは違

いまして、米作あるいは野菜等の冷害・ひょう害

等の事態が発生すれば、やはり国からの補助がお

りるような制度ではございませんので、観光業に

とっては不況や不慮の土砂災害等による利益のダ

メージを与えられても、何の補助もないのが現実

でございますので、できればこの入湯税をこうい

う団体に有効的に使っていただければというふう

に思います。 

  先ほど、総務部長の答弁の中にありましたよう

に、約8,000万円がクリーンセンターの事業に、

そして9,300万円がこの入湯税を観光に還元にし

ているということでありますけれども、この率を

もう少し上げていただいて、クリーンセンターは

やはり一般会計のほうから若干穴埋めをして、そ

の分余計な補助率をアップしていただければと、

私は思うわけであります。 

  最後になりますが、塩原温泉・板室温泉は美し

い自然、豊かな温泉、歴史と文化の蓄積などすば

らしい観光の資源に恵まれております。観光は町

の中核となってきました。そして、今後のまちづ

くりにおいても観光が大きな役割を担います。美

しい自然と豊かな温泉に恵まれた那須塩原市であ

るからこそ、多くの観光客が訪れているのだと思

います。楽しい時間を過ごせ、温かい人々とのふ

れあいがあふれるからこそ、多くの観光客にリピ

ーターとして訪れていただいているわけでござい

ます。 

  小泉総理が観光立国を、そして福田富一栃木県

知事が観光立県をとなえており、この観光のパイ
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プをいかに那須塩原市に向かせ、そして太いパイ

プとしてつなげる観光施策、観光予算をつけさせ

る重大な重責を担っている栗川市長に対しまして

は、このラインが狭くならないよう観光行政に力

を注いでいただくことを切にお願いいたしまして、

私の市政一般質問とさせていただきます。 

  少々時間が残っておりますけれども、先ほどの

塩澤議員に差し上げればよかったという感じでお

ります。 

  以上で質問を終わらせていただきます。 

○議長（人見菊一君） 以上で34番、齋藤寿一君の

市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 印 南 一 子 君 

○議長（人見菊一君） 次に、印南一子君。 

〔８番 印南一子君登壇〕 

○８番（印南一子君） ８番、印南一子です。 

  女性に対する政策は。 

  (1)栗川市長のこのたびの選挙戦の公約は、大

きく分けて７つの項目がありました。この公約の

中に、女性の社会参加の推進とか男女共同参画事

業の導入とか、つまり女性という言葉は全く書か

れておりませんでした。今回の定例議会初日に出

されました市長の市政運営方針の中でも、13ペー

ジもある話の中にたった一言、「男女共同参画型

社会の実現」とあるだけです。これからの４年間、

女性に対してどう取り組む考えであるのかお聞か

せください。 

  ２つ目、これから本格的な少子化時代、高齢化

社会の到来することは目に見えております。行政

側にとりましても、仕事の内容も年々変わること

もあり、複雑化、多様化になり、福祉面において

は特に多くの課題が生まれてくることと想像でき

ます。 

  地域住民のニーズに対応するのには、男性女性

問わずやる気のある職員の管理職を登用すべきと

考えている私ですが、市長の考えをお聞かせくだ

さい。 

  続きまして、子育て支援体制の整備について。 

  (1)上三川町では医療費助成を小学校６年生ま

で、河内町では2004年に小学校３年生までを助成

し、この４月からは小学６年生までに拡大されま

した。新しいニュースでは、新年度から国分寺町

も医療費無料化が小学３年生まで実施されます。

芳賀町では中学３年生までが無料です。実際に何

歳児までを対象とするかは市町村長の判断で決ま

りますと聞きました。那須塩原市長としてのお考

えをお聞きします。 

  (2)栃木県の医療費助成制度は償還払い方式で

すが、32都道府県は何らかの形で現物給付方式を

とっているようです。国や県に先んじて住民ニー

ズの高い現物給付を行うべきと思いますが、市長

の考えをお聞かせください。 

  (3)地域に住む高齢者と子供たちのふれあいを

大切にして、核家族の中で育っている子供たちに

心のふれあう喜びの教育を推進していく考えはど

うでしょうか。お聞かせください。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（人見菊一君） ８番、印南一子君の質問に

対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） ８番、印南一子議員の市政

一般質問にお答えをいたします。 

  女性に対する対策についてお答えをいたします。 

  男女が性差を理解しながら、あらゆる分野でそ

の能力を十分に発揮し、社会に貢献していくこと

は重要なことであると深く認識をいたしておりま
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す。 

  市としても、男女共同参画広報紙の発行や男女

共同参画フォーラムなどを実施、啓蒙啓発を行っ

てまいります。また、男女共同参画推進条例の制

定に向けて検討を進めるとともに、同条例に基づ

いた行動計画を策定し、施策の推進を図ってまい

りたいと考えております。 

  次に、２番目の点につきましてでございますけ

れども、これから本格的な少子化・高齢化の到来

する中で複雑多様化する行政ニーズと福祉行政が

重要な課題となってくる、地域住民のニーズに対

応する、男女を問わずやる気のある優秀な女性の

管理職を登用する考えはないかということでござ

いますけれども、これまでも女性管理職の登用に

ついて十分そういう考えのもとで進めております。

当然、やる気のある方々は登用していく考えであ

りますので、ご理解を賜りたいと思います。 

  このほかにつきましては、市民福祉部長より答

弁をいたさせます。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） 私のほうから、子

育て支援体制の整備について順次お答え申し上げ

ます。 

  まず、乳幼児医療費助成の対象年齢の引き上げ

と、あわせて現物給付方式の早期導入についてお

答えいたします。 

  本助成制度は、ご案内のように県の補助事業で

あり、償還払い方式により実施しております。こ

れを市単独で現物給付方式を導入した場合、現物

給付した助成金に対する県補助金のカットや国民

健康保険の国庫負担金の減額などの、いわゆるペ

ナルティがございます。さらに、対象年齢の引き

上げを行った場合、県の助成範囲を超えることか

ら、引き上げ分に係る財政負担も増加することに

なります。 

  以上のことから、現状では市単独での早期の対

象年齢の引き上げと現物給付の導入は困難であり

ますので、今後は県の動向を見ながら対応してい

きたいというふうに考えております。 

  次に、３点目の地域に住む高齢者と子供たちの

ふれあいについてお答えいたします。 

  子供を取り巻く環境の変化に対応して、人との

かかわりの中で人に対する愛情と信頼感、人を大

切にする心を育てることは今日的な課題であると

考えております。ご指摘のとおり、核家族化が進

む中で高齢者や障害者、地域住民とふれあう機会

も少なくなっております。 

  そこで、保育園では世代間交流として地域活動

事業に取り組んでおりまして、この中で特別養護

老人ホームや生きがいデイ・サービスの高齢者の

方との交流、地域の高齢者とのふれあいコンサー

トや心身障害児施設との相互乗り入れ交流会など

を進めております。 

  また、祖父母参観やおじいちゃん保育事業はす

べての保育園で実施しており、特におじいちゃん

保育は園児の反応も、朝からおじいちゃんの来る

のを待っている様子で、「じいじ、じいじ」と後

を追う姿も日常的に見られ、大変好評であります。 

  今後につきましても、これらの事業の継続と定

着、実施保育園の拡大、地域との連携をさらに図

り、心のふれあいを進めてまいりたいと考えてお

ります。 

  以上で答弁を終わります。 

○議長（人見菊一君） ８番、印南一子君。 

○８番（印南一子君） まず、女性に対する政策の

再質問をさせていただきます。 

  那須塩原市役所の職員は948名、このうち男性

の数は約60％、女性の数は40％。この議場に入っ

ております執行部側には、50人近い男性がいらっ

－211－ 



しゃいますが、すべて男性です。議員側には61名

のうち女性が６名います。つまり10％が女性です。

執行部側に１人も男性がいないという現状に対し

まして、市長はどういうお考えを現在の段階でお

持ちでしょうか。 

  訂正させていただきます。執行部側に女性がい

ないという現実を、市長といたしましてどのよう

な考えを持っていらっしゃるか、お聞かせくださ

い。 

○議長（人見菊一君） 総務部長。 

○総務部長（佐藤邦昭君） まず、職員の件につい

てお答えさせていただきたいと思います。 

  市の職員の中で女性、男性の割合が６対４とい

うお話がございました。市の職員で管理職といわ

れている女性は、約19％が管理職の中で女性が占

めるパーセンテージになっております。この中に

女性の管理職の方がいないというのはご意見のと

おりでございますけれども、ここにいる職員だけ

が管理職ではございませんで、管理職の中で約

19％の方は女性の方々です。 

  先ほど市長の答弁がありましたように、やる気

のある、学ぼうとする気持ちと闘おうという気持

ちのある職員はそれなりの登用をしているという

ふうに思っているところでございます。 

  以上でございます。 

○議長（人見菊一君） ８番、印南一子君。 

○８番（印南一子君） もうすぐ新しい人事が決ま

ると思うんですが、では、この議場に入ってくる

女性は拒まず、現実的に生まれるということは考

えてもよろしいんですね。 

○議長（人見菊一君） 総務部長。 

○総務部長（佐藤邦昭君） それはちょっとまだわ

かりませんので、申しわけございません。 

○議長（人見菊一君） ８番、印南一子君。 

○８番（印南一子君） 質問した私側からすれば、

ぜひ１人や２人、私のように華やかな洋服を着た

女性を入れていただきたいと思います。 

  続きまして、市役所職員の中には共働き、つま

り夫婦で働いていらっしゃる方が何組かいらっし

ゃると思いますが、その管理職という立場に登用

するとき、夫婦だからというとらえ方は絶対にあ

り得ないでしょうか。 

○議長（人見菊一君） 総務部長。 

○総務部長（佐藤邦昭君） 先ほども答弁させてい

ただきましたように、そういうことはございませ

ん。ただ、やる気があるかないかという点を重点

的にやっていきたいと思っています。 

○議長（人見菊一君） ８番、印南一子君。 

○８番（印南一子君） 栗川市長が近い日に決定し

なくてはならない大きな話題、つまり住民の中で

は大変大きな話題になっております三役の選考で

すね。その中に女性の登用ということを私は非常

に大きく期待しています。それについてのお考え

は、今のところどのようでしょうか、お聞かせく

ださい。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 三役の人事につきましては

まだ不確定要素がありますので、私もわかりませ

ん。 

○議長（人見菊一君） ８番、印南一子君。 

○８番（印南一子君） ここで三役に女性が入ると

いう政策は、栗川市長の腕の見せどころだと私は

思います。それによりましては、４年後に、この

熾烈な選挙戦をすることはなくなり、安泰な市長

の誕生があるのではないかと私は期待しておりま

すので、女性軽視をなさらずに、ぜひよろしくお

願いしたいと思います。 

  続きまして、子育て支援に対しましての質問に

変えます。 

  私が塩原町議員としての４年間を通しての政策
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目標の一つは、この乳幼児医療費の無料化でした。

何度かの質問に、県や国が動かないと町としては

どうすることもできないとの答弁に、私は県議会

議員や知事や、もちろん栃木県選出の参議院議員、

衆議院議員に手紙を出しまして、自分の思いを訴

えてまいりました。 

  昨年の秋、私のこの強い願いはかなわぬままに

終わるのかなといったやさきに、福田富一知事の

公約に、この乳幼児医療費無料化が掲げられてお

りました。特に若い有権者には魅力的な政策だっ

たので、福田富一候補者の支持を訴えてきまして

当選した瞬間、私のこの思いは完成したという錯

覚に陥りました。 

  錯覚というのは、ところが今年に入りまして、

乳幼児の医療費助成拡充について富一知事は、保

護者の所得制限や一部負担金の導入など、新年度

に市町村と検討する意向ということを示しました。

大変にがっかりしました。 

  しかし、栗川市長にもこの子供への医療費無料

化の拡大が掲げられておりました。また、私はと

てもうれしい気持ちになりました。市長の言う無

料化の拡大、具体的に何歳ぐらいを考えていたの

か、お聞かせください。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 前の問題の、女性に対する

政策ということについてでございますけれども、

先ほど最後の次の質問に移るとき、女性を軽視し

ておると、私は女性を軽視した覚えは一度もござ

いませんので、その点をご理解をいただきたいと

いうふうに思っております。 

  次に、ただいま質問がありました子供の医療の

無料化ということにつきましては、現在も実施さ

れておりますけれども、私はこの中で現物支給を

やっていただきたいということは、これまでも市

長会等で申し上げておりました。福田富一現知事

も市長の時代にそういう考え方でいたのも事実で

ございます。 

  そういう意味では私も大いに期待をしておりま

したけれども、これから市町村と検討するという

ことでございますので、私自身は現物支給を進め

ていきたいという考えでございます。先ほど部長

のほうから話がございましたように、市単独では

なかなか大変、行政負担が大きくなるということ

で単独ではとてもやれないという答弁があったの

も事実でございますけれども、県とともにやると

いうことになれば、私自身は現物支給も取り入れ

ていきたいという考えでおります。 

  これが何歳までが適当なのかということになれ

ば、いろいろ考え方はあるのだろうというふうに

思います。そういう点も含めながら、今後知事が

市町村長と話し合っていきたいという考えでおり

ますので、私も十分話し合いをしていきたいとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） ８番、印南一子君。 

○８番（印南一子君） つまり、栗川市長の無料化

の拡大というものは、自分単独、つまり那須塩原

市として取り組むという考えではないということ

でしょうか。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 現在も無料化されていると

私は思っています。小学校就学児までですか、そ

れは実施されております。ただ、これが現物支給

になっていないということで、私のところに、以

前黒磯市の時代に、現物支給をやってくれという

要望が多々あったわけでございます。そういう意

味で、市長会等において現物支給を要望してきた

と。これも市単独ではやり切れないということで、

そういう考えで、先ほど申し上げたことを進めて

きたということでございます。 
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  知事は、医療費の無料を３歳までやるという公

約で出発していたようでございますけれども、そ

の点はどういうふうになるのか私は存じておりま

せんけれども、そういう中で現物支給を取り入れ

ていくという考え方があるということでございま

すので、現物支給については私も進めていきたい

という考えがございますので、それらの点につい

ては先ほど申し上げましたように市町村長と話し

合いをするということでございますので、その中

で実施に向けて検討していきたいというふうに思

っております。 

○議長（人見菊一君） ８番、印南一子君。 

○８番（印南一子君） 私の勘違いかなと思うんで

すが、無料化といいましても現物給付とかではな

くて、私がお聞きしたかったのは、市長の公約に

上げてあります無料化の拡大、つまりそれは償還

方式でもいいのですが、何歳までを対象にするか

という決定権は市長にあると聞いております。で

すから、その辺は市長としまして県や国ではなく

て市長単独での計画性があるかどうかということ

をお聞きしたかったのでございます。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 大変失礼をいたしました。 

  私、３歳児と言ったそうですが、知事が言って

いるのは小学校３年生までということでございま

すので、そういう面の中で検討していくことでご

理解を賜りたいというふうに思っております。 

○議長（人見菊一君） ８番、印南一子君。 

○８番（印南一子君） では、今の質問の繰り返し

ですが、私が言いたいことは現物方式でも償還払

い方式でも結構なんですが、何歳までを無料化に

するかは市長の腹づもりで決まると聞いておりま

す。したがいまして、栗川市長の政策にそのこと

がうたってあったということは、那須塩原市単独、

つまり市長の一存での年齢の拡大化を図ったのか。

ということは、何歳までを那須塩原市長としての

考えをもってこの公約を上げたのかをお聞きした

いと思います。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 無料化の話でございますけ

れども、私どもも無料化については十分検討して、

私は実施していきたいという考えで進めてきて、

就学児まで今実際に実施されております。それ以

上のことについては、先ほど話がありましたよう

に、私は現物支給を視野に入れた中で考えていく

ということでございまして、知事が公約を出して

おりますので、そういう中で単独の行政では─

やればできるんです。ペナルティを覚悟して全部

市がしょいますよという決定権は当然持っており

ます。しかし、単独ではなかなかやっていけない

ということで、これまでも市長会を通じて申し上

げていたというのが現実でございます。 

  そういう意味で、今後も拡大も当然でございま

すけれども、現物支給も含めた中で、知事が小学

校３年生までやるということでございますので、

協議をした中で、私自身で何歳までやりますよと

いっても、決定権は持っていますから可能です。

しかし、ひとりでペナルティをしょったのでは市

の行政が立ち行かない部分もあるということで、

現物支給とあわせて無料化についても当然私は進

めていきたいという考えはありますけれども、市

の単独ではなかなかできないという現状の中で、

知事もやるということでございますので、そうい

う中で市町村と協議してくれるということでござ

いますので、やっていきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（人見菊一君） ８番、印南一子君。 

○８番（印南一子君） 対象年齢の拡大化、まして

それを現物給付方式にするということは、非常に

確かに今の栃木県のもと、国のもとでは無理かな
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と思います。しかし、実際問題、市町村長の判断

で年齢だけは決めてもよいということを聞いてお

ります。ということは、私としてはペナルティが

あるということは、その範囲では考えられません

ので、よくお調べになって、私たち、つまりは住

民の望んでいる年齢の拡大化を那須塩原市では取

り上げていってほしいと思います。 

  続きまして、子育て支援の中の最後の質問の中

ですが、先ほどのおじいちゃん保育とかいう、う

ちのほうですと祖父母学級とかそういう言い方を

するんですが、私の知っている範囲で私の孫が行

っています保育園や学校では、つまりおじいちゃ

ん、おばあちゃんのいない人は学校に行く機会が

ないということなんです。 

  私が提案したのは、学校に自分の子供がいない、

保育所にいない人たちとのかかわりを持って、つ

まり自分の家にいないおじいちゃん、おばあちゃ

んとかかわりを持つことに対しての啓蒙を提案し

たのでございまして、その辺のところをちょっと

お聞かせください。 

○議長（人見菊一君） 市民福祉部長。 

○市民福祉部長（田辺 茂君） 先ほどの答弁の中

でも申し上げましたが、やはり核家族化の進展で

高齢者と子供さんがふれあう機会が大変希薄にな

っているという時代の中にあって、各保育園でお

じいちゃん保育事業だけではなく世代間交流とい

うことで実施しておりますので、それは園児の家

庭に祖父母がいるいないにかかわらず、そういう

ことでの世代間交流ということで、お年寄りとの

交流などをやっておりますので、その点について

はご理解をいただきたいと思います。 

  終わります。 

○議長（人見菊一君） ８番、印南一子君。 

○８番（印南一子君） 子育て支援に対します質問

は、今回の一般質問者の中でも大変多く出された

質問要項だと思います。執行部側にとりましても、

十分いろいろな考えのもとでの答弁だったと思い

ますので、ぜひこれからもいい行政がとれますよ

うにお願いいたしまして、私の質問を終わりとい

たします。 

○議長（人見菊一君） 以上で、８番、印南一子君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 松 原   勇 君 

○議長（人見菊一君） 次に、56番、松原勇君。 

〔５６番 松原 勇君登壇〕 

○５６番（松原 勇君） 56番、松原勇であります。

きょうは２問につきまして質問させていただきま

す。 

  まず１点でありますが、新市の均衡ある発展、

繁栄の取り組みについてと題しましてお尋ねをい

たします。 

  １市２町は、信頼と協調をキャッチフレーズに、

２年にわたり合併に向けての協議あるいは事務事

業に関してのすり合わせ等を行って、おおむねの

合意あるいは合併後速やかに検討することを残し

ながらも、１月１日に新市の発足となったのであ

ります。 

  この１市２町は、それぞれの歴史と文化を継承

して、それぞれの時代において先人の知恵と努力

によって今日のすばらしい郷土が構築されてまい

りました。私たちはしっかりと後世に、先人から

受け継いだ歴史的時代背景と生活文化を引き継が

なければなりません。 

  そこでお伺いをするわけでありますが、旧市町

の特色ある地域性と歴史的時代背景を踏まえて、

個性ある新市づくりについてどのように考え、対

応していくのかについてお伺いをいたします。 
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  市長は市政方針の中で、「ふるさとは那須塩原

市です」と、誇れるまちづくりを進めたいと申し

ておりますが、ふるさととは「ウサギ追いしかの

山、コブナ釣りしかの川」の幼いころの楽しい、

懐かしい思い出の残る山川草木、そして友人関係

だと思いますが、市長の「ふるさとは那須塩原

市」の、市長としてのイメージをお聞かせいただ

きたいと思います。 

  １市２町で取り組んできた歴史的行事あるいは

伝統文化の継承は、今後新市になってからそれぞ

れ変わると思いますが、これらについては新市と

してどのようなかかわりを持ちながらこれらを継

承していくのか。 

  以上についてお聞きしたいと思います。 

  続きまして、新市建設計画と合併特例債の資金

活用の基本的な考え方についてでありますが、10

年間を目途とした新市建設計画が作成され、まち

づくりの骨格がつくられております。そして、合

併のあめとも言える特例債383億円が事業実施の

資金の財源として枠があるわけであります。現在、

この時点で具体的な事業の内容とか、あるいは優

先順位を求めても無理なことでありますので、ま

ず現在の段階での市長の考える基本的な新市建設

構想、あるいは合併特例債の資金活用等の施策の

考え方をお伺いしたいと思います。 

  また、市政方針の中で地域的な偏りや、あるい

は不公平感が生じないように公平・公正を旨とし

て取り組んでいくとのことでありますが、地域全

体589㎢を見渡すと、まさに広い面積でありまし

て、かつての西那須野の59.3㎢からすると10倍の

広さでありまして、まさに新市の広さというもの

を実感しているところであります。山あり川あり、

あるいは谷ありと、地域によって立地条件が非常

に異なった状況にあることは否めないものと思い

ます。不公平感を感じさせないように、行政策と

してどのような均衡ある地域整備を考えていくの

かについてお伺いをするところであります。 

  次に、地域住民の声を十分聞く機会をつくり、

市政に反映をさせていきたいということから「車

座談義」を実施するということでありますが、こ

の具体的な方法、あるいはまた会場等も含めてど

のような取り組み方を考えているのかについてお

伺いをいたします。 

  職員の地域担当制等もあるわけでありますが、

そうした新市計画の中の基本的な考え方について

お伺いをしておきたいと思います。 

  訂正をさせていただきます。合併特例債と資金

活用という範囲でのタイトルを出しておりまして、

新市計画の中にまで若干触れておりますので、触

れた部分については割愛させていただきます。 

○議長（人見菊一君） 56番、松原勇君の市政一般

質問に対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 56番、松原勇議員の市政一

般質問にお答えをいたします。 

  まず、旧３市町の歴史的背景を踏まえた新市づ

くりの姿勢についてお答えをいたします。 

  地域の特性や歴史背景を大切にしたまちづくり

とは、新市づくりの基本となるものと考えており

ます。私が公約に掲げました車座談義などにより、

市民の皆さんと意見交換をしながら、自然環境や

歴史、産業や文化などの地域特性を生かしたまち

づくりをさらに推進していくとともに、人と市民

がふれあう安らぎのまち那須塩原市の新たな歴史

の礎を築いてまいりたいと考えております。 

  次に、新市計画と合併特例債に関するご質問に

お答えをいたします。 

  まず、特例債についてでありますが、那須塩原

市の標準団体事業費と合併特例債の規模につきま
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してはご案内のとおり、全体事業費は約403億円、

これに対する合併特例債の限度額は約383億円と

なっております。この特例債の新市計画上の取り

扱いについてでありますが、特例債活用の条件と

して新市計画への計上というものがありますので、

那須塩原市の建設計画におきましては限度額の

383億円を活用する形でまとめてあります。特例

債の充当率や元利償還金に対する交付税措置等を

考えれば通常起債より有利な扱いとなるために、

優先的に活用してまいりたいと考えますが、実際

の運用につきましては振興計画を作成する中で、

新市計画に盛り込まれました各種事務事業につい

て、新市の視点から再度論議をする必要があると

思っております。 

  以上で答弁といたします。 

○議長（人見菊一君） ここで10分間休憩いたしま

す。 

 

休憩 午後 ３時０２分 

 

再開 午後 ３時１２分 

 

○議長（人見菊一君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  56番、松原勇君。 

○５６番（松原 勇君） 均衡ある新市の発展に対

する期待というものは非常に大きいわけでござい

まして、私は特にここでお聞きして、あるいはま

たお願いしておきたいのは、今日あるのも先人の

ご苦労や、あるいはまた偉業が今日のこのすばら

しい郷土をつくってくれている、そういう感謝の

気持ちを継承していかなければならないし、また、

後世のためにもそうあるべきだと思っておるわけ

であります。 

  そこで、旧黒磯あるいは塩原については余りよ

く存じておりませんので、西那須野の例を引きな

がら申し上げたいと思いますが、西那須野は特に

開拓の町ということで、４月15日には開墾記念祭

を、学校教育なども含めながら取り組んできてお

ります。これは明治18年からの開墾、そして、当

時から貢献された先人への感謝の機会でもあり、

同時に那須疎水、これは黒磯も今も恩恵を受けて

いるわけでありますが、その那須疎水を開削をす

るために大変ご努力をなさった印南丈作・矢板武

翁の墓前祭、これは宗教分離がありますけれども、

そうした先人への感謝の気持ちというものをずっ

と持ち続け、あるいはまたその開拓魂を継承して

いるから、地域の発展が今日もあるのだというこ

とを自負しているわけでありますが。 

  そういうことも含めて、今度新市になりまして、

それぞれの旧市町の中でも同じような取り組み方、

考え方があったのではないかと。そういうものを

今度新市の中でどういう関係でこれらの事業の参

画、あるいはまた協力支援というものを考えてい

くのかについて、まずお伺いいたします。 

○議長（人見菊一君） 答弁を求めます。   

  企画情報課長。 

○企画情報課長（高藤昭夫君） いろいろな部署に

またがりますので、企画の観点からちょっと申し

上げたいと思います。 

  当然のことながら、旧３市町ともそれぞれの歴

史がありまして、それぞれの歴史・伝統を大切に

していくというお話は昨日、きょうといろいろあ

ったわけであります。そういう中で、お祭り等々

の関係で、実は先月ですか、いろいろな郷土のそ

ういった催しがあるので、その辺を今後どのよう

にしていったらいいのかと、こういうような調整

の会議を持ちました。これは、当然日程の関係と

かいろいろございまして、そういう視点も含めて

検討を加えたところですけれども、それぞれの地
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域の歴史や伝統に裏づけされたお祭り等のイベン

トについては、基本的にこれまでどおり実施して

いくべきだろうと。ただ、日にちが重なるもの等

については一部日程の調整等、そういったものも

必要ではないかと。さらに、小さなものの中では

同じことを３市町でやっているという部分も中に

はありますので、これらについては調整が必要で

はないかと、そのようなことで事務的な話し合い

は持ったところです。 

  以上とさせていただきます。 

○議長（人見菊一君） 56番、松原勇君。 

○５６番（松原 勇君） 今度は地域という表現に

変わってくるのかなと思いますが、基本的には市

の行政がやはりかかわりを持つことによって、か

なりのバックアップ体制ができてくるし、それぞ

れ今日まで取り組んできた、例えば温泉まつりに

しても西那須野三大まつりにしても、黒磯のふれ

あいまつりにしても同じでありますが、そういう

ことをしっかりとつくり、さらにまた共通するも

のについては一堂に会してというような、一つの

ものを持って、ずっと前から出ておりますように

市民の一体感、あるいはまた共通理解の場、それ

と、繰り返しますが、最も大事なことは先人のご

苦労に感謝の気持ちを忘れない、そういう姿勢が

大事なことなのではないかなと思います。 

  ぜひそういうことで、十分検討されまして、今

まで継承されてきた各市町の事業のさらなる発展

のための大きなきっかけをつくっていただきたい

なと、お願いをする次第であります。 

  続きまして、特例債の件でございますが、年次

計画、振興計画を今後策定していくということで

ありますが、今回の特例債の関連事業につきまし

ては10年間という、一応期限のあるものでありま

すが、この振興計画の策定の方法あるいは年次計

画が10年間を当初から振興計画にずっと連ねるの

か、あるいはまた年次を切って一つの方向策を見

出すのか、この点についてまずお伺いしたいと思

います。 

○議長（人見菊一君） 答弁を求めます。 

  企画情報課長。 

○企画情報課長（高藤昭夫君） 振興計画と、その

財源となる特例債の関係だと思いますけれども、

振興計画につきましては、先ほど来お話し申し上

げておりますように17年度から作業に入りまして、

今の予定でいきますと早くても18年の途中か19年

度からということにならざるを得ないのではない

かと。しっかりとした那須塩原市の基礎づくりと

なる計画でありますので、ある面ではじっくりと

取り組みたいということがあります。 

  つくり方といたしましては、10年を５年５年と

分けてつくるということで、それぞれ施策につき

ましても、なるべく実施を見据えたような計画に

していきたいといいますか、そのような文字の羅

列だけではなくて実施に向けても役に立てるとい

いますか、わかりやすいものをつくっていきたい

という面があります。 

  そういう中で、特例債をどれだけそれぞれの事

業の中に織り込んでいくかという部分につきまし

ては、財政の視点になろうかと思いますけれども、

当初予算の中でも説明がありましたように、383

億円を、17年度はその６割程度を充当したという

ことでありますので、それを平均したようなこと

で財政的に取り組んでいくのか、あるいは事業に

よっては大きなものもありますので、一時期には

大きな特例債を使わなくてはならない場面も出て

くるということで、その辺につきましては財政の

ほうでそれぞれ全体の予算を組む中での財源の見

合いということも勘案しながらやっていかれるの

ではないだろうかと、こんなふうに考えていると

ころです。 
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○議長（人見菊一君） 56番、松原勇君。 

○５６番（松原 勇君） 多分、その２回の５年５

年の計画になるのかなと想定をしていたわけであ

りますが、せっかくの資金源の活用でありますし、

あるいはまたその活用について新市が大きく発展

飛躍できる基礎をつくると、そういうふうなとこ

ろに力点を置いていただきたいなというのが一つ

のお願いであり、もう一つは、ことによっては民

意を反映させるという考え方も、広く情報を提供

しながら住民の声も十分聞きながら、この新市建

設計画の実施に当たってはできるだけ多くの方に

も理解をいただきながら、この10年間、そしてそ

の10年間が将来に向かっての大きな基本になると

思いますので、そういう意味で特例債の有効活用、

そして事業計画の内容、実施計画の堅実さ、そう

いったものをぜひともお願いしたいと切望するわ

けであります。 

  以上で私の質問を終わらせていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（人見菊一君） 以上で56番、松原勇君の市

政一般質問は終了しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 田 代 芳 寛 君 

○議長（人見菊一君） 次に、15番、田代芳寛君。 

〔１５番 田代芳寛君登壇〕 

○１５番（田代芳寛君） 15番、田代芳寛でござい

ます。質問させていただきます。 

  渡辺文雄さんが知事だったころには、栃木県は

49市町村であるから３けたの市町村を抱える近隣

県と違って合併は基本的に必要なしだとおっしゃ

って、当時の総務庁の意向を無視しておられまし

た。さすがに福田昭夫知事になって堰を切りまし

たから、あっという間に栃木県も合併の大波の中

に突入したことでございました。若いＪＣの職員

も、データ比較での合併メリット・デメリット論

に余念がなかったのが昨日のように思われます。 

  人口比率で８％の山里からおりてまいりますと、

さすがに合併というものの悲哀を感じる昨今です

けれども、身の処し方としましては、いましばら

くはじっと嵐の波風がおさまるのを待って、小舟

でもこぎ出せるなぎが来たら方角を定めて動き出

そうと、そんな心境の昨今でございます。 

  昨日来、合併の目的であり条件であった行政の

スリム化の未達成や住民サービス低下の出現、さ

らには従来得ていた既得権としての予算確保を形

成する質問が相次ぎ、私にはいまだ論ずるに早し

という思いもたびたびでございました。 

  友人であります金子哲也議員風に表現すれば、

３つのオーケストラが合同演奏会を始めたけれど

も、指揮者の巨匠栗川仁もコンサートマスターの

人見菊一もいまだ音合わせ、チューニングの段階

であるというふうな、名オーケストラの条件であ

る交響いまひとつというふうな感じを禁じ得ない

ところでございます。 

  私の本日の質問に共通する思いは、合併によっ

て３市町が統合されたけれども、それはあくまで

も人為的な作業によるものであり、垣根とか溝と

かいった言葉で表現されるこれまでの境界を急に

外したり、行政の支所の職員を無理にスクランブ

ルせずに、数年かけてゆっくり新市の枠組みに溶

け込ませてくれればよいということであります。 

  昨日、古山正議員が質問で懇切にその沿革を説

いた、塩原町における水道事業などはよい実例な

のだと思っております。それぞれにそれぞれの歴

史はあるのであって、何でも合併の理念に押し込

めて、早期に早期にと効果を焦ってはならないと

思っております。 

  最初の質問は、教育行政の問題として上塩原小
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学校の廃校後の利用についてであります。これま

での協議の経過、その結果についてお尋ねをいた

します。 

  さらに観光行政として、本日は実にたくさんの

議員から関連する質問が出ましたので、重複する

点は結構でございますから、３市町の観光協会、

それぞれのこれまでの流れを当面は大事にしてや

るということだと思いますけれども、予算編成に

当たってのその辺の配慮について述べていただき

たいと存じます。 

  そして、栗川市長に、このたびの合併で始点も

終点も同じ那須塩原市となった、かの塩那道路に

ついて、市独自の取り組みとして塩那森林管理署

と協議し、独自の活用方法を探るおつもりはない

かとのお尋ねであります。香月さんという頭脳明

晰かつ柔軟な署長とともに国家的な資産としての

山岳道路を、ネイチャートレイル、自然歩道とい

うようなものとして活用してはとの質問でござい

ます。 

  ひとまずお尋ね申し上げます。 

○議長（人見菊一君） 15番、田代芳寛君の質問に

対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 栗川 仁君登壇〕 

○市長（栗川 仁君） 15番、田代芳寛議員の市政

一般質問にお答えをいたします。 

  まず、観光行政にお答えをいたします。 

  最初に、観光予算につきましては、11番、田中

議員にお答えをいたしておりますが、財政状況が

厳しい中で国際観光都市づくりに向けた予算の編

成を行っております。その中において、観光協会

に対する補助金につきましては、それぞれが地域

の観光振興の担い手として地域の特色また独自性

を発揮しながら観光誘客事業を推進した経営を踏

まえまして、平成17年度におきましても補助金を

計上し、財政支援を行っております。 

  次に、塩那道路につきましては、昨年８月に県

より塩那道路にかかわる基本方針として、原状に

修復する計画である旨の説明を受けたところであ

ります。内容といたしましては、中間部の約34㎞

につきましては自然の回復力を活用した植生回復、

土砂崩落防止箇所及び地象条件の過酷な場所には

人的な植生回復を行うことでした。 

  塩那道路の活用につきましては、現在塩原口か

ら8.5㎞の地点に土平園地を設けあり、また板室

口から8.7㎞地点に深山ダム展望園地の整備計画

を持っております。市といたしましては、これ以

外の活用計画につきましては、国・県の動向や諸

団体の意見等を参考に研究してまいりたいと考え

ております。 

  このほかにつきましては、教育部長より答弁を

いたさせます。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 続きまして、上塩原

小学校の廃校後の利用の件、経過と利用形態につ

いてお尋ねですので、そちらのほうのお答えを申

し上げます。 

  上塩原小学校跡地利用の協議経過については、

塩原町議会、地域住民の意見を踏まえ、平成16年

11月８日に塩原町立上塩原小学校跡地利用検討委

員会の立ち上げをいたしました。委員の構成は、

区長、教育委員、ＰＴＡ、老人会、婦人会、観光

協会等の各種代表者20名の委員より組織を編成し、

これまで４回の検討委員会を開催いたしてまいり

ました。 

  検討委員会では、地域の活性化のため有意義な

活用での検討がなされ、平成17年１月31日に市及

び教育委員会に対しその検討結果の答申が出され

たところであります。 
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  その内容は、跡地利用の第１番目として、民間

で設立予定の学校法人に貸す。第２番目として、

資料展示館や複合公共施設など公共的な利用とい

う内容でございました。 

  議員おっしゃるとおり、跡地利用はさまざまな

活用が考えられますが、まずは地元住民の意向で

あります答申を尊重し、跡地利用を決定していき

たいと考えております。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 15番、田代芳寛君。 

○１５番（田代芳寛君） 市長のほうから、塩那道

路につきましては今のところ両端にある２つの公

園化、それについての利用については考えている

けれども、今後のことについては県・国の動静を

見ながらまた検討していくということで、これは

夢が全くなくなったということではなくて、以前

に栗川市長の口からそのような構想を伺ったこと

もちょっとあったものですから、質問の一端にさ

せていただきました。 

  ひとつ、また情報をぜひ収集しながら、これは

自然破壊とかいろいろな問題を論議を巻き起こし

ながら、自衛隊のパイロット道路から始まった道

路開発でございましたけれども、やはりこういっ

た世の中の流れの中で消えゆくような計画ではあ

りましたけれども、しかしながら、やはり現実に

あの地に立ってみますと、子供たちに、あるいは

市民にいろいろと自然のすばらしさを教え得るす

ばらしい地域ではないかというふうにも考えてお

りますので、引き続きアンテナを張っていただき

たいと、そういうふうに思っております。 

  ただいまご答弁いただきました上塩原小学校の

廃校後の利用についてでありますけれども、たま

たまこの議会に上程されました交流促進施設那須

塩原市田舎ランド鴫内条例。これによります体験

学習や生涯学習の場としての活用は一つの参考事

例になると考えておりましたけれども、職員の配

置あるいは他施設との競合から、利用頻度には若

干の懸念が予想されるというふうな印象を持ちま

した。鴫内小学校の場合も上塩原小学校の場合も、

それぞれ125年、130年というふうな歴史を有する

学校でありまして、当然ながら地元結社の方々の

生活という中では、建物という存在を超えて精神

的なよりどころ、あるいは年中行事などの拠点と

なっている現状がございました。数百年の伝統を

持つ獅子舞なども、実はこの学校に頼りたい、ま

た昨年下野新聞の賞を受けた山村留学の受け入れ

の拠点としても重要な存在でありますから、私は

できれば合併という大騒ぎのときを外して、じっ

くり引っ越し荷物の整理をしてほしかったと思っ

ていたわけでございますけれども、やはり現に子

供を抱えていらっしゃる父母の皆さんは一刻も早

くというような要望が強かったと、前町長から聞

かされておりました。 

  しかしながら、合併と同様一つの施設がなくな

るということは、同時に消える文化が必ずあるわ

けでして、残す文化、消えゆく文化が結果として

生じる悩みがございます。その意味では、協議会

の答申など重要なものでございますけれども、し

かし結論を急がずに、とりあえず私は提案申し上

げますが、塩原小学校の附属施設として、統合さ

れた新塩原小学校の季節行事などへの活用を図り

ながら模索をするということを提案したいと思い

ますが、教育部長、いかがでしょうか。 

○議長（人見菊一君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） じっくり考えたいと

ころではあるんですけれども、跡地利用、つまり

上塩原小学校には国庫補助金が入っておりまして、

その国庫補助金をどうするかという問題が残って

おります。 

  したがいまして、その方向性を早く出しません
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と、お金を出した国の方が言うことを聞かないと

いう部分があります。したがいまして、ゆっくり

はやっていられない。こういう方向性で活用した

いということは、もう事前協議を踏まえて進めて

いかなくてはならないという事態になっているわ

けです。 

  したがいまして、こちらのほうの結論につきま

しては早急に検討いたしまして方向性を出し、最

終的な県・国との協議に入っていきたいという状

況であります。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 15番、田代芳寛君。 

○１５番（田代芳寛君） 不勉強でして、国庫補助

金の件はちょっと承知しておりませんでしたけれ

ども、先ほどの部長のお話ですと、協議会からの

答申案は２つというようなことで、非常に限定さ

れた中で、ちょっと民間設立の学校法人というの

もどのようなものかわかりませんけれども、この

２つの中からの選択しかあり得ないのか、あるい

は１番、２番、その他というものがあり得るのか、

そこはいかがでしょうか。 

○議長（人見菊一君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） 理論上はあり得ます。

補助金を国に全部お返ししてしまえば、あとは普

通財産になりますので、それはゆっくり考えられ

るということになりますけれども、そういう意味

でそこの決断も早目にしなくてはならないという

ことであります。 

○議長（人見菊一君） 15番、田代芳寛君。 

○１５番（田代芳寛君） またまた不勉強ですけれ

ども、その国庫補助金、先ほどの１番、２番の答

申案を採用すれば、必ずしもすぐに返さなくても

いいということなんでしょうか。 

○議長（人見菊一君） 教育部長。 

○教育部長（千本木武則君） １番、２番の選択肢

でありますと、２番のほうを基本的には教育施設

と考えれば返す必要はない。それから、１番目も

教育機関として活用する、その一つの方法として

返す必要はないという提案を受けていたというこ

とです。 

○議長（人見菊一君） 15番、田代芳寛君。 

○１５番（田代芳寛君） 大変安心しました。条例

といい、さまざまな法律は必ずその解釈というと

ころで法律としての意味を持つわけでございまし

て、今の部長のお話ですと、かなり展示会、公共

利用施設というようなことであれば、教育施設と

してとらえることもできるという、解釈上の多少

の幅を今お聞かせいただいたような気がいたしま

すので、これはひとつ解釈論の問題のほうでまた

勉強させていただきたいと思いますので、よろし

くお願いをいたします。 

  続いて、観光行政については、きょうは大変重

複をいたしておりましたので答弁は要らないとい

うふうに申し上げたところでございますけれども、

きょうはたまたま塩原の議員が何人かおりますの

と、塩原が同じ日になったということで、観光行

政についてのいろいろなお話が出ました。 

  実は、私も自分自身が観光業に携わっておりま

して、今回この３市町合併の中で一番心配といい

ますか、思っておりましたのが、当然旧黒磯市に

は板室温泉という名湯がございますけれども、そ

の規模と今の事業の展開の仕方において若干の差

異があるということで、旧塩原町については農業

と観光の町ということでやってきましたけれども、

その生産額においては来年1200年を迎えるという

観光地ということで、本当にそれに頼り切って生

きてきた町であるということで、我々も観光を語

らずしてほかのことを語れないという習性がある

ものですから、若干議場内にはまたかというふう

な雰囲気も一時流れておりましたけれども、その
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辺のことについて若干、市長さん初め執行部の皆

さんに申し上げたいところでございます。 

  観光生産というふうに私ども申し上げておりま

すけれども、この観光生産というのは、言ってみ

れば外貨獲得でございます。新市計画の中で当初

塩原温泉あるいはそういった観光地の位置づけが、

市民の憩いの場というふうにしるされた時期がご

ざいました。私もこれはちょっとクレームをつけ

まして、必ずしも市民のための憩いのエリアが塩

原温泉あるいは板室温泉ではない。これは他市町

あるいは他県、あるいは海外からお越しいただく

お客様方がご利用くださることで、お金を置いて

いってくださると、非常に有効な外貨獲得の場で

あるということを申し上げたかったわけでござい

ます。 

  これは、昭和45年ですか、大阪の万博が開かれ

ましたときに、後に経済企画庁長官などをやりま

した堺屋太一さんが仕掛けた大きなイベントでご

ざいましたけれども、このときに彼は大変アメリ

カの観光施策を勉強なさった。特にアメリカとい

う国はいち早く観光というものに着目をいたしま

して、その経済効果を皆さんで研究していく。今

残っておりますのではディズニーランドとかです。

しかし、当時はハワイの観光に大変大きな力を入

れていて、そういったハワイの中に学ぼうとなさ

った時期がございます。国を挙げてですね。 

  そのときに、実は観光誘因要素、どういうふう

な魅力でお客さんを引きつけるかということを、

学者とともに書いたものがございました。参考ま

でにちょっとご紹介させていただきますと、その

１つ目がヒストリー、歴史ということでございま

した。２つ目にフィクション、物語とかロマンと

かいいますけれども、よく最近ではＮＨＫの大河

ドラマが何かやりますと、その舞台になったとこ

ろが一時的ではありますけれども、大変お客さん

が集まるというふうなことがございます。そうい

う意味で、第２にフィクションと。 

  第３には、リズム・アンド・テーストというよ

うなことがございます。これは旧黒磯でも巻狩太

鼓とか、そんなことで音楽的なものをやったりし

て、そこに大きな鍋でお料理を出すということで、

リズム・アンド・テーストと、音楽と味というよ

うなことが掲げられておりました。 

  また、４つ目には、英語のままにしますが、ガ

ール・アンド・ギャンブルというようなこと。そ

れから、５番目にサイトシーイングというような

ことで、そのアメリカの観光施策について、その

ような観光誘因要素というものを、そのアトラク

ティブスというものを盛んに訴えた時期がござい

ました。 

  実は、こういったものも私ども塩原温泉でも研

究をしまして、この中で幾つかお祭りを立ち上げ

たり、あるいは花々を集めて展示をしたりという

ようなことでやっておりましたんですけれども、

なぜそれに固執するかということについては、き

ょう田中議員も若干触れられましたけれども、観

光経済の波及効果が非常に高いと。学者によりま

すと５回転する。もちろん経済というのはお金が

次から次へとぐるぐる回ることで、たった１万円

のお金でも５人の人の手に渡れば生産は５倍、５

万円になると…… 

〔「簡単に質問しろ」と言う人あり〕 

○１５番（田代芳寛君） そういうことで、そのこ

とを訴えたいという基本をご理解いただくという

話をしているわけですけれども、やはり私ども、

市長が常々最近おっしゃっていらっしゃるように、

できればもう同じ那須塩原市民ということで生き

ていくためには、那須塩原市のために私ども一生

懸命生産を上げて稼がなければいけないというこ

とがあって、実際に、これも何人かの議員からも
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話が出ましたように、長い不況下に加えて台風あ

るいは地震というようなことでお客様の交通が非

常に低迷しているというようなこともございまし

て、今回十分なこれまでの経過を踏まえた予算編

成をしていただくことについては、十分に評価を

しておりますので、市長、これからもそういった

ことで、同じ市の中で我々の担う役割は何かとい

うことを、私ども自身が十分に認識しながら協力

していこうと。 

  私も冒頭に申し上げましたように、今市長の合

併に対するいろいろな施策について評価するには、

若干早過ぎるかなという基本的な認識は持ってお

りますので、今後ともその辺のことを訴えていき

たいと思っておりますが、この観光に対する、今

私が申し上げたような、塩原がこの那須塩原市の

中で一生産の区分を担うということについてのご

理解はいかがでしょうか。 

○議長（人見菊一君） 市長。 

○市長（栗川 仁君） 観光行政についてというこ

とで今お話があったわけでございますけれども、

私のほうから申せば観光行政でございますけれど

も、また那須塩原市の一つの産業でございます。

当然、それでこの地域を活性化していくという大

きな目的も持っておるわけでございますので、私

先ほども申し上げましたとおり、私自身いつも考

えて、これまで議員の中で生活をしていた中でも

申し上げていたのは、やはり補助金というものに

ついては運営補助金というものは余り私は好まな

いですね。やはり、ものをやる事業補助というも

のは行政としてはやはり必要なんだろうというふ

うに思っております。会を運営するためにとか、

そういう補助金については私は余り。会を運営す

ることが目的ということになりますと、ちょっと

補助を出す考え方が違うのかなというふうに、私

自身は認識をしております。 

  そういう意味では、今回那須塩原市の中で那須

塩原温泉がやはり一つの産業という考えの中で、

それを国際観光の温泉地として進めていくという

考えのもとでは、補助金を出しながらも育成をし

ていかなければならないというふうに思っており

ますし、ただ、そういう中ではやはり地域の実情

ですね。今どういうことで景気が低迷している中

で、これから進んでいく道というものを住民の中

から考え出していく。我々はこういう考えでこう

していきたいんだという目的をきちっと定めない

と。定めていただきたいと。と申しますのは、当

然これまでやってきた中を反省してみなければな

らないというふうに思っております。 

  そういう意味では、各種団体等がありますので、

その中で十分論議をして詰めていただきたいなと

いうふうに思っておるところでございます。 

  以上です。 

○議長（人見菊一君） 15番、田代芳寛君。 

○１５番（田代芳寛君） たまたま、前塩原町長の

平山さんも全く同じ姿勢で観光予算については配

慮されておられましたので、同じお考えの栗川市

長のお話を聞いて、私も意を強くするわけでござ

いますけれども、十分これから元気な塩原という

ことでやっていきたいと思います。 

  また、実際にはこれから洗礼を受けなければい

けない行事も控えておりますので、そういう中で

また塩原を担う形で市長には迫っていきたいと思

いますので、どうぞよろしくお願いをいたしまし

て、若干時間を残しましたが、これで質問を終わ

らせていただきます。 

○議長（人見菊一君） 以上で15番、田代芳寛君の

市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

－224－ 



◎散会の宣告 

○議長（人見菊一君） 以上で本日の議事日程は全

部終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時５０分 
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